
1コード番号

1003065

2都道都県名

群馬

3名称

戸會ウルシ沢貝化石産地

4 所在地

群馬県利根郡片品村戸倉

5目標物からの方位•距離

戸倉集落から大清水方面へ2 km、戸倉発電所東方

1.5 km付近

6 2.5万分の1地形図

三平峠

7 対象地面積

5,000,000 m2

8 概説

片品川上流の片品村戸倉から大清水にかけての片 

品川沿いの戸倉沢、六郎沢、ウルシ沢およびフノウ 

シロ沢の地域に、小規模ながら中生代白亜紀の地層 

が分布している。この地層を戸倉沢層という。

この地層の上部の泥岩層からテトリシジミ

{Myrene (Mesocorbicula) tetoriensis)の化石が産出 

する。このことから、戸倉沢層は福井、石川、富山、 

岐阜県にわたって分布する手取層群に対比される。

9 詳細説明

戸倉沢層は下部、中部および上部の三つにわけら 

れる。下部層は戸倉発電所上流500m六郎沢出合付 

近の片品川河床にみられる。砂泥互層および塊状の 

黒色泥岩よりなり、黒色泥岩中より矢石(Belemnite 

sp.)の化石が発見されている。矢石は海棲の生物な 

ので、下部層は海成層と考えられる。下限は不明で 

あるが、現在露出している限りでは、厚さ30m +ほ 

どである。

中部層は六郎沢下流部、ウルシ沢中流部にみられ 

る。アールロース質の白色•塊状砂岩で、一部礫質 

の部分を含む。厚さ7〇〜80mである。

上部層は六郎沢中流部、ウルシ沢上流部にみられ、 

灰白色•石灰質の粗粒砂岩と葉理の発達した黒色泥 

岩の互層である。厚さは現在露出する限りでは120 

m以上ある。この泥岩層よりテトリシジミ{Myrene

{Mesocorbicula) tetoriensis)の化石が密集して産出 

する。また、シダの仲間のOnychiopsis elongata, 

Adiantopterisヽ及びAspieniumが発見されてレゝる〇 

このことから、上部層は海岸に近い湖沼に堆積した 

地層であると考えられる。

10現況

戸倉沢層の分布地域は戸倉から大清水にかけての 

片品川沿いから北側の荷鞍山南斜面にかけての地域 

で、現在、戸倉ダムの建設工事が進められている。

戸倉ダムの完成によって、高水位時約1150mまで 

水没する予定である。下部層はもちろん、六郎沢の 

中部層から上部層の一部まで水没することになる。 

テトリシジミの化石産地はかろうじて水没を免れそ 

うであるが、新設道路の取り付け(道路は北側を隧 

道で通す予定だそうである。)によっては破壊され 

る恐れがある。その前に十分な調査と記載が急がれ 

る〇

11文化財指定状況

未指定

12他の法令等による指定状況

日光•尾瀬国立公園地域内

13 土地所有者•形態

国有地、一部民有地

14 キーワード

戸倉沢層、中生代白亜紀層、手取層群、テトリシ 

ジミ

15ランク

IV

16その他

特になし

17参考文献

林信悟•神沢憲治•木崎喜雄•大竹忍•武井 

視朔•戸谷啓一郎•山下 昇,1965,片品川 

上流地域で発見した“手取統”.地質学雑誌,

71,76-77.

戸谷啓一郎•端山好和•林 信悟•神沢憲治•木 

崎喜雄•大竹 忍•高橋 冽•高橋武夫•武 

井晛朔•山下 昇,1965,片品川上流の中生 

層について.地質学雑誌,71,375.

Hayama, Y. -Kizaki, Y. • Aoki, K. - Kobayashi, S. 

-Toya, K. • Yamashita, N.,1969, The Joetsu



Metamorphic belt and its bearing on the 

geologic structure of the Japanease Islands.

Mem. Geol. Soc. Japan, 4, 61-8.

茅原一也,1986,戸倉沢層,「日本の地質関東地方」.

58,共立出版.

18記入者名

神沢憲治、戸谷啓一郎

19添付図表等

戸會沢層テトリシジミ化石



1コード番号

1003066

2 都道都県名

群馬

3名称

利根川源流井戸沢の貝化石床

4 所在地

群馬県利根郡水上町藤原の利根川源流

5目標物からの方位•距離

井戸沢合流点の南東500m

6 2.5万分の1地形図

奥利根湖

7 対象地面積

250m2

8 概説

井戸沢付近の利根川左岸斜面の高所に、モノチス 

貝を多産する化石床がある。奥利根中生層分布地の 

中で、示準化石がまとまって産出するのはほぼここ 

だけである。

また三畳紀の大型化石の現存する産地としてみて 

も、県内唯一であり、重要な化石産地である。

9 詳細説明

利根源流部には奥利根中生層が広く分布してレゝ 

る。井戸川合流点周辺には堅硬な砂岩が広く分布し 

ている。上位には砂質頁岩と黒色頁岩の互層がよく 

発達している。これらの互層中には貝化石を多産す 

る。卷貝もまれには産する。化石床の厚さは5〜10m 

である。

代表的なものとしては、

Naticopsis sp.

Monotis Subcircularis (GABB)

Monotis Ochotica (TELLER)

Monotis Zabaikalica (KIPARISOVA)

などである。

モノチス貝の個体密度が非常に高レゝことや、その 

化石包含層が厚いことが特色である。時代は三畳紀 

末ノ ーリック期である。

10現況
急峻な地形がさいわいして全く変化はなレゝ。 

11文化財指定状況

未指定

12他の法令等による指定状況

原生流域(環境庁、第3回自然環境保全基礎調査)

13 土地所有者•形態

国有林

14 キーワード

中生代、三畳系、奥利根中生層、モノチス

15ランク

IV

16その他

特になし

17参考文献

小林二三雄ほか,1977,奥利根地域の地形•地質, 

奥利根地域学術調査報告書II,5-43,群馬県. 

18記入者名

小林二三雄

19添付図表等

密集してしヽる 

モノチス化石



1コード番号

1003067

2 都道都県名

群馬

3名称

中里村の恐竜化石

4 所在地

標本：群馬県立自然史博物館

群馬県富岡市上黒岩1674-1

産 地：群馬県多野郡中里村瀬林地籍“八幡沢” 

5目標物からの方位•距離

標 本：上信電鉄上州七日市駅の北北西約2 km

産 地：中里村瀬林の国道299号線沿いにある漣 

痕の北西の沢を、上流約1kmの堰堤横

6 2.5万分の1地形図

産地：両神山

7 対象地面積

産地：不明

8 概説

日本で3番目に発見された恐竜化石であり、群馬 

県初の恐竜化石である。

加瀬友喜(国立科学博物館)ならびに中島秀一(現 

在栃木県在住)によって発見されたのは脊椎(背骨) 

の一種類である胸胴椎1点である。

サンチュウリュウの暫定的な分類については1980 

年に日本地質学会で口頭発表された。それによるとサ 

ンチュウリュウはダチョウ型恐竜(〇rnithomimosaurid) 

の一種と考えられ、モンゴルの白亜紀後期の地層か 

ら見つかる、Gallimimus bullatusに類似するとされ 

た。

その後、この標本の分類の詳細について、長谷川 

善和•真鍋真(国立科学博物館)らにより、研究が 

進められている。

化石を産出した地層は山中地溝帯(山中層群)の 

瀬林層の下部にあたる。時代は中生代前期白亜紀、

(約1億2千万年前)にあたる。同時代の地層は九 

州から東に向かって、中央構造線に沿って点々と分 

布している。

瀬林の恐竜産出層準の上下には保存良好な植物化 

石や淡水〜汽水域に棲む貝類化石が多量に含まれて 

いる〇

瀬林層から産出する植物化石は日本列島の白亜紀 

前期を代表する二大植物群の1つで領石フローラと 

呼ばれる。

貝類化石についても様々な種類が発見•報告され 

ているが、中でもCassiope属の卷貝化石は瀬林産の 

ものが新種として記載された。また、Nippononaia 

ryosekianaと呼ばれる淡水棲二枚貝化石は県外の他 

地域でも恐竜等の脊椎動物化石との共産が数多く知 

られており、興味深い。

9 詳細説明

8に同じ。

10現況

1981年に発掘された標本は、横浜国立大学に保管 

後、群馬県立自然史博物館の建設が始まった時点で、 

中島の指導教官であった長谷川善和から群馬県教育 

委員会に寄贈された。現在、標本は群馬県立自然史 

博物館に収蔵•展示されている。

産地は、その後化石収集家が乱獲を行った結果、 

化石包含層は埋没しているようである。現在、八幡 

沢の入りロには立入禁止の金網が設置されている 

が、実際にはそれをくぐり抜けて入ることが可能な 

状況である。

11文化財指定状況

特になし

12他の法令等による指定状況

特になし

13 土地所有者•形態

標 本：群馬県立自然史博物館。

産地：不明

14 キーワード

爬虫類、恐竜類、脊椎、山中地溝帯、瀬林層、白

亜紀

15ランク

IV

16その他

特になし

17参考文献

長谷川善和•加瀬友喜•中島秀一,1984,山中地
溝帯より産出した大型脊椎動物化石.日本地

質学会第91年学術大会講演要旨,219.



伊地知秀信,1990,日本にも恐竜がいた.どうぶ 

つ社,175p.

中島秀一,1993,山中竜の椎骨発見.月刊上州路,

232, 20-22.

18記入者名

高桑祐司

19添付図表等

恐竜化石



1コード番号

1003068

2 都道都県名

群馬

3名称

沼田湖成層中の化石林

4 所在地

群馬県沼田市、利根郡昭和村

5目標物からの方位•距離

関越高速道路沼田インター東1.5km付近

6 2.5万分の1地形図

沼田

7 対象地面積

4,000m2

8 概説

沼田盆地には更新世前期〜中期に形成された沼田 

湖成層が分布する。沼田市上久屋、および昭和村貝 

野瀬付近の片品川河川敷には化石林が観察される。

9 詳細説明

沼田湖成層を堆積した古沼田湖は、沼田湖成層の 

堆積サイクルから、ほぼ連続して起こった三回のせ 

き止めによって形成されたと考えられる。これらは 

下位から上位へ古沼田湖1•古沼田湖2 •古沼田湖 

3と命名されている。対象地付近には、礫岩•砂岩- 

シルト岩が分布する。砂岩には平行、または斜交葉 

理が発達する。これらの堆積物は、古沼田湖1また 

は古沼田湖2堆積物の周辺相、または三角州相と考 

えられる。

片品川の右岸100m.左岸500mにわたって断片的 

に分布する湖成層中に、概査ではあるが、直径10cm 

以上の直立した樹木化石で材が完全に残っているも 

の14、樹皮のみ残っているもの19、穴のみのもの10 

が認められた。最大のものは35cmで、これは材が歹美っ 

ている。また根がはっきり認められるものが5例 

あった。材化石は平坦な湖成層の露頭面から30cm程 

度突出している。崖の部分に3.2m埋もれて、片面 

だけ露出している例がある。このほかかなりの数の 

倒木や破片が埋もれている。色は炭化して黒色であ 

るが、中心部が褐色のものもある。水分を吸収した 

化石は、指で強く押すとへこむ程度の硬さである。

林の埋没は2回以上行われた可能性がある。

10現況

河川敷にあるため、洪水時には水に没する。露頭 

の状態は大きな洪水の都度変化している。高さ約

3 mの材化石は消滅するおそれがある。保護の必要 

がある。

11文化財指定状況

なし

12他の法令等による指定状況

なし

13 土地所有者•形態

河川敷

14 キーワード

化石林,沼田湖成層,古沼田湖,材化石

15ランク

IV

16その他

化石林の詳細は現在調査中である。

17参考文献

久保誠二•川端経男,1995,地形•地質.沼田市

史自然編,沼田市,1一158.

18記入者名

久保誠二

19添付図表等

化石林の_部



1コード番号

1003069

2都道都県名

群馬

3名称

野栗の材化石

4 所在地

群馬県多野郡上野村大字新羽字中石津1574番地

5目標物からの方位•距離

大平戸山の南約500m

6 2.5万分の1地形図

両神山

7 対象地面積

130m2

8 概説

この材化石産地は、山中地溝帯の南に位置し、地 

層は中生代白亜紀の瀬林層である。この露頭からへ 

ゴ 休生シダ)やソテツの材化石が多数発見された。 

その中で最大のものが本化石で、幅75cm、厚さ40cm、 

長さ2⑻cmの巨大なツテツの樹幹の化石である。

9 詳細説明

野栗の材化石は、野栗部落の東方の山腹に開設さ 

れた林道の切り割りに産出した。砂岩•頁岩互層か 

らなる崖面には、炭化した材化石が多く散在し、天 

然記念物指定の材化石は崖の中央下部に露出してい 

た。その樹高は推定で15〜20mであったと考えられ 

ている〇重さは約1トンあった〇現生でも化石でも 

このように大きなツテツは、他に例のないものであ 

る。新属新種で、サンチュウソテツSanchucycas 

giganteaの名が与えられた。現在化石の実物は、そ 

の保護のために上野村森林科学館(上野村大字勝山 

琴平自然活用センター内)に保管•展示されている。 

10現況
県の天然記念物に指定後、説明板も設けられたが 

損傷が著しい。まったく封鎖すると言うよりも見学、 

観察地としてきちんと整備され、保護されることが 

望ましい。

11文化財指定状況

県指定天然記念物840703

12他の法令等による指定状況

不明

13 土地所有者•形態

上野村大字新羽字中石津通称野栗黒沢朝士

14 キーワード

化石、ソテツ

15ランク

16その他

特になし

17参考文献
野栗の材化石に関する調査報告書 田中邦幸 

18記入者名

黒田健次

19添付図表等

材化石産地露頭



1コード番号

1003070

2 都道都県名

群馬

3名称

ヘリコプリオン

4 所在地

東京都文京区東京大学

5目標物からの方位•距離

6 2.5万分の1地形図
大間々

7 対象地面積

不明

8 概説

ヘリコプリオンは軟骨魚類でサメの仲間と考えら 

れているが、日本での発見例が2例しかなく、希少 

である。産出地は本県内であるが、現在、標本は東 

京大学に保管されている。

9 詳細説明

かって足尾銅山で発見されたヘリコプリオン化石 

は、本県勢多郡黒保根村八木原付近で採掘されたも 

のとされている。矢部長克(1903)はこの標本を 

Helicoprion bessonowiであると記載した。このへリ 

コプリオンは直径26cmほどで、サメ特有の先の尖っ 

た歯が1〇〇個ちかく渦巻状に配列している。年代は 

古生代ペルム紀である。.

1979年に宮城県気仙沼市でヘリコプリオン化石が 

発見された。この標本は群馬県産出のものよりも小形 

で、歯の数が少ない〇種名が決定できずHelicoprion 

sp.となっている。日本で発見されたヘリコプリオ 

ンはこの2標本だけである。本県産の標本は現在県 

内にはないが、たいへん貴重なものであるので、ぜ 

ひ天然記念物に指定して、大切に保存したい。

10現況

この標本は、東京大学に保管されている(高桑、

1998、化石研究会例会)。

11文化財指定状況

未指定

12他の法令等による指定状況 

13 土地所有者•形態

14 キーワード

ペルム紀、石灰岩

15ランク

IV

16その他

特になし

17参考文献

Yabe, H.1903, On a Fusulina limestone with Heli- 

coprion in Japan, J. Geol. Soc. Tokyo,10, 

1-13.

林信悟1998ヘリコプリオン、黒保根村誌I、

126-128.

18記入者名

藤井光男

19添付図表等

ヘリコプリオンが産出したとされる八木原石灰岩層の位置 

を示す

ヘリコプリオン



1コード番号

1003071

2 都道都県名

群馬

3名称

本宿層の化石産地

4 所在地

群馬県甘楽郡南牧村星尾

5目標物からの方位•距離

星尾峡の南西1km

6 2.5万分の1地形図

荒船山、信濃田口

7 対象地面積

約4 km

8 概説

星尾峠から兜岩山にかけての稜線付近には、本宿 

層の上部湖成層に属する凝灰岩層が分布しており、 

保存のよレゝ動植物化石が多く産出してレゝる。

9 詳細説明

<植物化石>3種の新種植物化石がある。イベスイ 

セイジュ、ムカシイワガラミ、カブトイワシナノキ。 

その他次のようなものがある。ムカシサワグルミ、 

リクイダンバー(フウ)、ムカシハンノキ、ムカシ 

ウダイカンバ、ムカシブナ、ムカシニレ、ムカシフ 

ジ、ウェハラカェデ、ムカシシナノキ。

く動物化石>トンボ(翅)ーヤゴ(水生昆虫)、キノ 

コバェ、トゲナシケバェ、ガガンボ、ヒメバチ、力 

ミキリムシ、ミズムシ(水)、ハェ、アブ、ユスリ 

力(幼虫二水)。

この地層から輿水は、昆虫化石について10目28科 

13属116種を報告している。ほかにムカシアカガェ 

ルなどのかえる化石がみつかっている。

10現況

化石産出層は深山であるが、近年林道の造成など 

によって訪れる人が増えている。標本業者や化石マ 

ニアも入山しているらしい。

11文化財指定状況

未指定

12他の法令等による指定状況

13 土地所有者•形態

妙羲荒船佐久高原国定公園

14 キーワード

本宿層、植物化石、昆虫化石、動物化石、湖成層 

15ランク

IV

16その他

特になし

17参考文献

鈴木敬治他,1970,上部本宿層産植物化石群の研 

究.地団研専報16,13-25.

輿水太仲,1982,長野•群馬県境第三紀兜岩植物

化石層産昆虫化石.地学研究,33, 397-426. 

------------,1984,動物化石.地学研究,35, 73-87. 

長谷川善和他,1993,第三紀兜岩層産の蛙化石. 

横浜国大野外教育研報,11,9-5.

18記入者名

茂木伊一

19添付図表等

本宿層の化石



1コード番号

1003072

2都道都県名

群馬

3名称

吉井町のパレオパラドキシア

4 所在地

標本：群馬県立自然史博物館

群馬県富岡市上黒岩1674-1

産 地：群馬県多野郡吉井町小棚

5目標物からの方位•距離

標 本：上信電鉄上州七日市駅の北北西、約2 km 

産 地：上信電鉄上州新屋駅の北北東、約1.3km

6 2.5万分の1地形図

産地：富岡

7 対象地面積

産地：10,000m2

8 概説

吉井町を流れる鏑川河床から産出した不完全なが 

ら一個体分のパレオパラドキシアの骨格である。全 

身骨格は世界的にも数例しかなく、その価値は非常 

に局い。

化石は富岡層群原市層基底(約1300万年前)の泥 

岩から発見された。確認されている部位は、環椎、 

その他の脊椎、肋骨、胸骨、肩甲骨、上腕骨、橈骨、 

尺骨、指骨などである。その大きさは既知のパレオ 

パラドキシアと比較すると最大のものである。

パレオパラドキシアの全身骨格はごく近いところ 

では埼玉県の秩父盆地から数体見つかっている。こ 

れらは日本の各地の産地と同じ小型の種類である。

しかし、吉井町から産出したものは、きわめて大型 

の種類である。岩手県、北アメリカのスタンダード 

標本などから、わずかに知られる大型種より、更に 

一回り大きい。これだけ近接した地域でなぜ大型と 

小型の種類が存在するのかは今後さらに詳細な検討 

が必要である。

また、パレオパラドキシアの産出層準のやや上位 

の層準からは同じ束柱類のデスモスチルスの歯化石 

が発見されている。よって、同じ束柱類である2種 

の時空間的分布を考える上で重要な資料である。

9 詳細説明

8に同じ

10現況

発見された全ての化石は採集者の黒澤利衛氏から 

群馬県立自然史博物館に寄贈されてた。

この標本が産出した地点は鏑川の浸食によりすで 

に失われているが、その河床には富岡層群原市層が 

分布している。この地層には棣々な化石が包含され 

ている。時折、化石愛好家が訪れて採集をしている 

ようである。また、護岸工事等を行う場合にはあら 

かじめ調査を行う必要がある。

11文化財指定状況

特になし

12他の法令等による指定状況

なし

13 土地所有者•形態

標 本：群馬県立自然史博物館

産地：建設省

14 キーワード

哺乳類、束柱類ヽPaleoparadoxia、デスモスチルス、 

パレオパラドキシア、富岡層群、原市層、新第三紀、 

中新世

15ランク

IV

16その他

特になし

17参考文献

長谷川善和•竹谷陽二郎•大石雅之,1998,梁川 

標本の若干の特長と大型パレオパラドキシア 

について.化石研究会総会•年会講演予稿集. 

18記入者名

高桑祐司

19添付図表等

2.5万分の1地形図 「富岡」



パレオパラドキシア



1コード番号

1004073

2 都道都県名

群馬 ,

3名称

尾瀬ヶ原泥炭標本

4 所在地

群馬県立沼田高等学校

群馬県沼田市西原新町1510番地

群馬県立自然史博物館

群馬県富岡市上黒岩1674-1

5目標物からの方位•距離

沼田高校：J R上越線沼田駅の東北東約2 km 

自然史博物館：上信電鉄上州七日市駅の北北西約 

2 km

6 2.5万分の1地形図

標本：沼田、松井田

7 対象地面積

8 概説

尾瀬ヶ原泥炭標本は、尾瀬の中田代に深さ3 mの 

穴を堀って採取し、昭和9年の行幸の際天覧に供し 

た。その後旧制沼田中学校に収蔵された。現尾 

瀬ヶ原から泥炭を採取することは困難で、貴重な標 

本である。

9 詳細説明

この標本では明瞭なテフラの層が4ヶ所確認でき 

る。年代の新しVゝ順に、浅間A軽石(1783年)、浅間 

B軽石(1108年)、榛名ニツ岳軽石(6世紀中葉)、 

榛名ニツ岳火山灰(6世紀初頭)である。さらに下 

にテフラが含まれている。泥炭にはヌマガヤの根茎 

やマツ類•トウヒ類•ハンノキ類の花粉などが含ま 

れている。現在詳細を分析中である。

10現況

現在、標本本体と、本体の表面を薄くはぎ取った 

展示用標本が2本ある。展示用標本のうち1本は県 

立自然史博物館に展示され、もう1本は沼田高校に 

保管されている。

11文化財指定状況

未指定

12他の法令等による指定状況

未指定

13 土地所有者•形態

群馬県

14 キーワード

泥炭•尾瀬ヶ原

15ランク

IV

16その他

特になし

17参考文献

相馬秀廣,1996,自然史のタイムカブロル尾瀬ヶ

原一完新世の泥炭層一.第四紀露頭集一日本 

のテフラ,第四紀学会,

179.

18記入者名

須永智

19添付図表等

はぎ取り標本



1コ-ド番号

1004074

2 都道都県名

群馬

3名称

観音山の堆積サイクルと古三角州

4 所在地

群馬県高崎市

5目標物からの方位•距離

J R高崎駅の西南方2 km

6 2.5万分の1地形図

富岡、高崎、藤岡、松井田、三ノ倉

7 対象地面積

52,000,000 m2

8 概説

本地域は、中部中新統の板鼻層からなり、礫岩* 

砂岩•泥岩が下位から上位へこの順に規則正しく反 

復を繰り返している。板鼻層の一般的走向傾斜は 

N20°〜30°W、10°〜20°NEである。その分布は、高 

崎市の南東、藤岡市庚神山から観音山を経て、さら 

に西方の安中市•松井田町にまで達している。

板鼻層は岩相から下部•中部•上部に分けられ、 

中•下部では下方からシルト岩相(A)、砂岩•シル 

卜岩相(B)および礫岩•砂岩相(C)の3相が下部か 

らABC ABC……と反復し、上方粗粒化型非対称サイク 

ルを形成している。サイクルは16ほど認められる:^、 

1サイクルの厚さは9 mから47mまで様々である。

各相の岩相や堆積構造から、単位サイクルはデル 

夕相を示しているが、デルタ堆積物でありながら礫 

岩•砂岩を多量に含むこと、デルタ先端部が急傾斜 

であることなどから、堆積物の供給源である後背地 

の隆起速度が、かなり大きかったものと考えられる。 

高崎市寺尾町館付近を流れる雁行川の上流部、高 

圧線直下の崖に、砂岩、シルト岩からなる大露頭が 

あり、県道からの見通しも良く、このまま保存され 

ることが望ましい。

9 詳細説明

8に同じ

10現況

ゴルフ場の造成やコンクリートによる表面保護策 

により、連続して堆積サイクルを観察するのは難し 

い状況である。

11文化財指定状況

なし

12他の法令等による指定状況

なし

13 土地所有者•形態

不明

14 キーワード

板鼻層、上方粗粒化型非対称サイクル、デルタ相 

15ランクin

16その他

特になし

17参考文献

久保誠•角田寛子,1973,群馬県高崎市西方に 

分布する板鼻層の堆積サイクル.地質雑,79, 

689-697.

神沢憲治ほか,1968,下仁田構造帯n.群大教育

紀要自然編.17,7-19.

18記入者名

角田寛子

19添付図表等

花表の露頭



1コード番号

1004075

2 都道都県名

群馬

3名称

古蛇崩礁

4 所在地

群馬県富岡市大島(鏑川右岸)

5目標物からの方位•距離

上信線一の宮駅南方1.2km

6 2.5万分の1地形図

下仁田

7 対象地面積

3,000m2

8 概説

富岡市ーノ宮の和合橋上流500mの鏑川右岸にあ 

る、富岡層群井戸沢層の砂泥互層に不整合に覆われ 

てVゝる花崗岩体。花崗岩表面にカキ、その他の二枚 

貝が付着してVゝて、岩礁であったことを示してVゝる。

9 詳細説明

花崗岩体は、右岸では幅10m、長さ30m、高さ4 m 

の規模で井戸沢層の砂泥互層から突出してVゝる。10 

数m離れた下流右岸や、河床、左岸よりの川原にも 

露出し、川原のものは高さ4 m、長さ30m以上であ 

る。この花崗岩は粗粒で有色鉱物を含まなVゝ、灰白 

色または淡緑色の、圧砕を受けた岩石である。

右岸の花崗岩の表面には、カキが固着したまま化 

石となり、その上に1〇〜30cmの厚さの破片状の貝化 

石を含む砂質の泥岩がのってVゝる。また川原の花崗 

岩の表面には、厚さ5〜30cmの粗粒砂岩が付着して 

Vゝて、破片や粒状になった貝殻を多く含み、サンド 

パイプが多ぃ。

井戸沢層の堆積時、この地点には宮崎、岩崎から 

続く圧砕花崗岩の岩礁があったものと推定されてVゝ 

る。岩礁が地層中に残されるのはめずらしく、地質 

的に貴重である。

10現況

現在河床は低下気味で、河床にも花崗岩が見える 

ようになった。花崗岩に付着するカキや貝化石も風 

化•浸食•採集などで少なくなってvゝる。

また川は大きく左に湾曲しており、右岸側は洪水 

の度に後退してVゝる。

11文化財指定状況

未指定

12他の法令等による指定状況

不明

13 土地所有者•形態

不明

14 キーワード

古蛇崩礁、花崗岩、カキ、富岡層群

15ランク m

16その他

特になし

17参考文献

星野通平,1952,古蛇崩レゝ礁一礁上堆積物の一例、 

趣味の地学.5,314〜318.

18記入者名

堀越武男

19添付図表等

古蛇崩礁の露頭



1コード番号

1004076

2 都道都県名

群馬

3名称

瀬林の漣痕

4 所在地

群馬県多野郡中里村大字神ケ原字瀬林1241の1 

5目標物からの方位•距離

国道462号線の分岐点より南2.7km、国道299号線 

沿ぃ

6 2.5万分の1地形図

両神山

7 対象地面積

100m2

8 概説

瀬林の漣痕は中生代白亜紀の瀬林層にみられる典 

型的な舌状漣痕である。付近には、恐竜を始め動• 

植物の化石の産出も多く、これらにより、地層の構 

造、年代、堆積環境が明らかにされている。また、 

この露頭は国道に面し、観察にも適した条件を備え 

ている。

9 詳細説明

八幡沢の南の国道299号線沿いの崖で、漣痕の見 

られる面は、幅約11m,高さ約15m、走向、傾斜は 

N70°W, 75°SWで、中央がやや膨らんでいる。漣 

痕のある層は厚さ約50cmの硬い灰色の砂岩層で、厚 

さ数cmの泥岩で覆われていた。漣痕は長径15〜20cm、 

短径1〇〜15cmの皿型の凹みが魚鱗^!犬に並ぶ。波頂の 

傾斜が非対称で左下側がより急である。全体を望観 

して右上から左下へ向かっての流れが認められてい 

る。実験•観察結果から水深数cm,流速数10cm/s 

の形成条件が推定されている。この面には幅0.5cm、 

長さ数cm〜数10cmの棒状、線状の多毛類のはい歩き 

跡と見られる生痕が多く見られる。また近年、高さ 

6 mの位置の横に約2 mおきに並ぶ大きな4つの 

穴、および右下の斜めの乱れの線が、恐竜の足跡で 

あることが確認された。

10現況

この面は1953年の国道の拡幅工事の折に露出した 

もので、風雨による損傷は免れない。自動車の排気 

ガスが原因と思われる汚染も進んでいる。表面の多 

毛類の生痕は消滅しつつある。村、県、文化庁で対 

策を検討中。

11文化財指定状況

県指定天然記念物650723

12他の法令等による指定状況

不明

13 土地所有者•形態

高橋良一、私有地、県が借用

14 キーワード

漣痕、中生代、恐竜

15ランク

IV

16そのイ也

特になし

17参考文献

新井房夫他,1958,山中地溝帯で発見された化石 

漣痕について.地球科学,40,1-12.

大久保雅弘•堀口万吉,1969,万場地域の地質

地域地質研究報告(5万分の1地質図幅).

20-26,地質調査所.

18記入者名

細矢尚

19添付図表等



漣痕の露頭



1コード番号

1004077

2 都道都県名

群馬

3名称

中之条湖成層

4 所在地

群馬県吾妻郡吾妻町原町吾妻n |畔(東橋上流)右岸 

5目標物からの方位•距離

JR群馬原町駅より東1.5km

6 2.5万分の1地形図

群馬原町

7 対象地面積

1,000m2

8 概説

四万川、名久田川と吾妻川の支流には所々に湖成 

堆積物がみられる。新第三紀層である緑色凝灰岩を 

不整合に覆レゝ段丘礫層、下部ローム層に覆われてVゝ 

る。湖成堆積物は今からおよそ60万年前に存在して 

V、た古中之条湖に堆積した地層と考えられており、 

中之条湖成層と呼ばれてVゝる。

9 詳細説明

中之条湖成層は標高350mから580 mほどの範囲に 

堆積物がみられる。上部湖成層と下部湖成層とに分 

けられてVゝる。下部湖成層は泥岩やシルト岩で、湖 

成層特有の細かい平行な葉理構造をもった縞状粘土 

層である。この層からは淡水性の珪藻化石が多産す 

る。中之条湖成層からはシカ角を産出したほか、と 

ころどころに泥炭層をはさんでおり、大型の植物化 

石、材化石や花粉化石が産出している。

古中之条湖の規模については、およそ東西20km、 

南北16kmにおよぶと考えられ、最盛期には250mほ 

どの水深があったと考えられている。

10現況

湖成堆積物に対して特に保存の処置は講じられて 

いない。河岸工事等によって露頭が失なわれつつあ 

る〇

11文化財指定状況

未指定

12他の法令等による指定状況

不明

13 土地所有者•形態

国(建設省)

14 キーワード

縞状粘土層、葉理構造

15ランク

16その他

湖成層の露出地を設定して現状保存したレゝ。

17参考文献

新井房夫,1969,北関東の第四系,日本の第四系,

161〜171,地団研.

竹本弘幸•久保誠二,1995,群馬の火山灰,149 

〜153,みやま文庫.

18記入者名

戸谷啓一郎

19添付図表等

東橋上流の露頭



1コード番号

1004078

2 都道都県名

群馬 ,

3名称

南蛇井の不整合露頭

4 所在地

群馬県富岡市南蛇井(なんじゃい)

5目標物からの方位•距離

上信線南蛇井駅南東500m (鏑川左岸)

6 2.5万分の1地形図

下仁田

7 対象地面積

1,000m2

8 概説

只川橋下流470m付近には、礫岩、砂岩、泥岩が 

水中に突き出ており、川は深い淵になっている。礫 

岩は中生界の神農原礫岩層であり、これに新第三系 

の神戸砂泥互層が不整合に重なっている。不整合面 

の直上には基底礫岩があり、その上に砂岩•泥岩が 

重なる。

9 詳細説明

神農原礫岩は、礫が大きく、基質が少なく、赤褐 

色の礫が多いのが特徴である。礫は、5〜30cmの亜 

円礫が多く、中には100cmを超えるものもある。そ 

の多くは赤褐色の長石の斑晶を持っ花崗斑岩と、酸 

性凝灰岩である。

神農原礫岩は、新第三系の砂泥互層に不整合に覆 

われるが、その最下部は神農原礫岩と対照的な、細 

礫を主とする基底礫岩である。その上に化石を含む 

砂岩泥岩が重なり、約30°南に傾いている。神農原 

礫岩の凸部では、上部の砂岩、基底礫岩が削られて、 

泥岩中にぽっかり顔を出すように露出しているとこ 

ろもある。不整合面の30m上流では、泥岩中に断層 

によりもみ上がった神農原礫岩が見られる。

10現況

上流側の泥岩は、時々崖崩れを起こしているが、 

神農原礫岩などは風化•浸食に強く、流水中にも顔 

を出している。しかし、水勢が強く当たる所であり、 

浸食のおそれはある。

11文化財指定状況

未指定

12他の法令等による指定状況

不明

13 土地所有者•形態

不明

14 キーワード

南蛇井不整合、神農原礫岩

15ランク m

16その他

特になし

17参考文献

新井房夫ほか,1966,下仁田構造帯.地球科学,

83, 8-24.

神沢憲治ほか,1968,下仁田構造帯!!.群馬大学

教育学部紀要,自然科学編,17,7-19.

18記入者名

堀越武男

19添付図表等

不整合の露頭(基底礫岩)



1コード番号

1004079

2 都道都県名

群馬

3名称

沼田湖成層

4 所在地

群馬県沼田市

5目標物からの方位•距離

上越線沼田駅北西1.4km

6 2.5万分の1地形図

沼田

7 対象地面積

約7,000m2

8 概説

沼田湖成層は沼田盆地内の利根川•片品川•薄根 

川沿Vゝに断片的に露出してレゝる。その分布から沼田 

湖成層を堆積した古沼田湖は、沼田盆地のほぼ全域 

を占めてVゝたと考えられる。今回対象にあげられた 

のは、薄根川の寺久保橋下流約200mにある沼田台 

地の崖である。古沼田湖は赤城火山のせき止めに 

よって形成された湖で、湖成層の上方粗粒化堆積サ 

イクルから、せき止めは少なくとも3回おこなわれ 

たことがわかってVゝる。3回のせき止めに対応して、 

下位から上位へ古沼田湖1、古沼田湖2、古沼田湖 

3と命名されてVゝる。古沼田湖の大きさは、東北東 

一西南西に10km.北北西一南南東に9 km以上あった 

と推定されてレゝる。

9 詳細説明

対象地の崖には、古沼田湖1の最上部から、古沼 

田湖2、3に至る堆積物が、ほぼ連続して観察でき 

る。それぞれの層厚は約11m、約18m、約6 mある。 

古沼田湖2と3の堆積物は、それぞれ下部から上部 

へ、粘土砂と粒径が粗粒化する様子がわかる。そ 

れぞれの部分には、湖成層特有の平行層理や葉理が 

発達してVゝる。沼田湖成層2の下部の粘土層には、 

数層の厚さ3 cm前後の発泡の悪Vゝ軽石層が挟まれて 

いる。花粉化石は古沼田湖1から古沼田湖3までの、 

18の層序から見出されている。全体的にPinus sp. 

Picea sp. Abies sp. Tsuga sp.が優勢で、Cryptomeria 

sp. Quercus sp. Betura sp. Alnus sp. Fagus sp. Acer

sp.は下部に多く、上部で少ない傾向が見られ、古 

気候を知る重要な資料となっている。

古沼田湖が存在したのは、テフラなどから、15万 

年〜25万年前の中のある時期と推定される。

古沼田湖堆積物の表面には15〜100 m。の沼田礫層 

が覆っているが、これは古沼田湖消滅後形成された 

扇状地堆積物である。

10現況

落葉期でないと観察が困難である。柱状図の下部 

は、現在では崖錐により埋められている。

11文化財指定状況

なし

12他の法令等による指定状況

なし

13 土地所有者•形態

私有地

14 キーワード

沼田湖成層,古沼田湖,花粉化石,

15ランク

m

16その他

特になし

17参考文献

久保誠二,1968,群馬県沼田盆地に分布する礫層 

および湖成層とその堆積構造.地質学雑誌,

74, 499-509.

沼田市,1995,沼田市史I然編.沼田市,831p.

久保誠二,1995,群馬県沼田湖成層に見られる堆 

積サイクルと形成機構.地質学会102年大会 

講演要旨,107.

18記入者名

久保誠二

19添付図表等



沼田湖成層の崖



1コード番号

1005080

2 都道都県名

群馬

3名称

青山の浅間石

4 所在地

群馬県吾妻郡中之条町青山

5 目標物からの方位•距離

J R市城駅より北西1,500m地点

6 2.5万分の1地形図

群馬原町

7 対象地面積

40m2

8 概説

浅間火山の天明三年の泥流とともに吾妻川沿いに 

流下してきた浅間石のひとつ

9 詳細説明

天明泥流で運ばれた巨大岩塊の浅間石は、原町や 

中之条をはじめ、利根川中流域の新田郡世良田村な 

どでも、火が燃え煙が立つ「火石」として記述され 

た。金島の浅間石は、キュリー温度(395°〜40(TC) 

以上を保っていたことが磁化測定で示され(井上ほ 

か、1994)、火石の検証となっている。また、火石は、 

火や煙りを出しながら泥流面上を転動してきたと記 

述されている。

この浅間石は火山泥流の発生機構や流下機構など 

の解明、さらには、火山災害の猛威を正しく認識す 

る上での貴重な資料や財産となることもあり得る。 

10現況

田の端に存在

11文化財指定状況

町指定天然記念物941201

12他の法令等による指定状況

不明

13 土地所有者•形態

宮崎庄司

14 キーワード

天明3年、浅間石、浅間火山、泥流

15ランク

I

16その他

特になし

17参考文献

中村庄八(1998)吾妻川流域から失われつつある 

浅間石の記載保存一中之条高校文化祭発表の 

まとめを兼ねて一.中之条高校紀要,第16号, 

15-25.

18記入者名

中村庄八

19添付図表等

青山の浅間石



1コード番号

1005081

2 都道都県名

群馬,

3名称

岩神の飛石

4 所在地

群馬県前橋市昭和町三丁目

5目標物からの方位•距離

群馬大学医学部の南西約300 m

6 2.5万分の1地形図

前橋

7 対象地面積

2,500m2

8 概説

岩神の飛石は、前橋台地上にある、高さ約9.6m、 

周囲60mの巨大な溶結凝灰岩の岩体である。平坦面 

にあるこのうな巨大な岩石が、どのようにして運 

搬されてきたかが問題にされている。

9 詳細説明

岩神の飛石付近の前橋台地は、2.4万年前の前橋泥 

流堆積物からなり、上部に広瀬川による砂礫層が重 

なっている。飛石は砂礫層に埋もれているが、前橋泥 

流との関係は不明である。顕微鏡下では普通輝石•し 

そ輝石•斜長石などの結晶破片や自形結晶を含み溶結 

構造が顕著である。このような巨石が平坦面に孤立し 

て存在する理由については、従来から前橋泥流が運ん 

できたと考えられてきた。しかし、前橋付近では前橋 

泥流中に、このような巨大岩塊は含まれていない。

飛石の北約5 km付近までは、赤城火山崩壊による 

岩屑なだれ堆積物が分布しており、流れ山をつくっ 

ている。岩屑なだれは超巨大な岩塊を運搬すること 

が知られている。国道17号線板東橋付近の流れ山の 

断面でも、10mを越える溶岩を含む巨大岩塊が見ら 

れる。この付近では、岩屑なだれの下底部は、利根 

川河床より低く位置にある。また、流れ山の比高は 

50mを越えるものもある。岩屑なだれが前橋市北部 

まで流下して流れ山をつくり、その山頂部が岩神の 

飛石である可能性も考えられる。

10現況

岩神稲荷神社の神体として祀られてVゝる。

11文化財指定状況

国指定天然記念物4⑻110

12他の法令等による指定状況

なし

13 土地所有者•形態

不明

14 キーワード

岩神の飛石、前橋泥流、岩屑なだれ

15ランク

n

16その他

特になし

17参考文献

前橋市史第1卷.

18記入者名

山岸勝治、久保誠二

19添付図表等

岩神の飛石



1コ-ド番号

1005082

2 都道都県名

群馬

3名称

上野村亀甲石産地

4 所在地

群馬県多野郡上野村植原

5目標物からの方位•距離

上野村役場から西へ4.6 km

6 2.5万分の1地形図

十石峠

7 対象地面積

不明

8 概説

武井ほか(1977)の地質図によれば、産地は石堂 

層(白亜系)である。本層は、暗灰色ないし黒色の 

頁岩•暗色の頁岩ないし極細粒砂岩•不淘汰礫岩か 

らなり、側方への層相変化が激しい。おそらく、本 

層中に含まれる亀甲模様の発達した炭酸塩ノジュー 

ルを、亀甲石と呼んだものと考えられる。

9 詳細説明

群馬県立自然史博物館には2点の亀甲石が収蔵さ 

れており、そのうち1点には黒色頁岩が入り込んで 

いるので、包含層は黒色頁岩であろうと推定される。 

亀甲石そのものは炭酸塩鉱物からなり、包含層とは 

成分が異なる。堆積と同時ではなく、埋没•続成の 

過程で形成されたものと推定される。一般にこのよ 

うな炭酸塩岩を炭酸塩ノジュールと呼び、カルサイ 

卜•ドロマイト•アンケライト•シデライトなど炭 

酸塩鉱物からなることが知られている。

10現況
現時点において、正確な産地は不明である。地元 

聞き込みでも、知名度は低く有力な情報は得られな 

かった。

11文化財指定状況

国指定天然記念物380808

12他の法令等による指定状況

不明

13 土地所有者•形態

不明

14 キーワード

亀甲石•炭酸塩鉱物•ノジュール

15ランク

n
16その他

特になし

17参考文献

武井晛朔•滝沢文教•竹内敏晴•藤原 肇,1977, 

山中地溝帯西域の白亜系.地質雑,83, 95-113. 

18記入者名

野村正弘

19添付図表等

亀甲石



1コ-ド番号

1005083

2 都道都県名

群馬•

3名称

金島の浅間石

4 所在地

群馬県渋川市川島

5目標物からの方位•距離

J R金島駅より北西l,(X)0m地点.観音堂の200m 

北北西

6 2.5万分の1地形図

金井

7 対象地面積

198m2

8 概説

浅間火山の天明三年の泥流とともに吾妻川沿Vゝに 

流下してきた浅間石のひとつ。

9 詳細説明

天明泥流で運ばれた巨大岩塊の浅間石は、原町や 

中之条をはじめ、利根川中流域の新田郡世良田村な 

どでも、火が燃え煙が立つ「火石」として記述され 

た。金島の浅間石は、キュリー温度以上を保ってい 

たことが磁化測定で示され(井上ほか、1994)、火 

石の検証となっている。また、火石は、火や煙りを 

出しながら泥流面上を転動してきたと記述されてい 

る〇

この浅間石は火山泥流の発生機構や流下機構など 

の解明、さらには、火山災害の猛威を正しく認識す 

る上での貴重な資料となる。

10現況

桑畑の中に存在

11文化財指定状況

県指定天然記念物521111

12他の法令等による指定状況

不明

13 土地所有者•形態

加藤勝太郎

14 キーワード

天明3年、浅間石、泥流

15ランク

n
16その他

浅間石は、昨今の庭石ブームで、庭石的用途•観 

賞的価値が高まり、需要が増えている。このため、 

多くの浅間石が運び去られようとしている。浅間石 

の分布する各市町村では、将来的見地に立って、早 

急に保存対策を進めるべきである。

17参考文献

井上公夫•石川芳治•山田孝•矢島重美•山川克 

己,1994,浅間山天明噴火時の鎌原火砕流か 

ら泥流に変化した土砂移動の実態.応用地質,

35,12-3〇.

中村庄ノ乂,1998,吾妻川流域から失われつつある 

浅間石の記載保存一中之条高校文化祭発表の 

まとめを兼ねて一.中之条高校紀要,16, 

15-25.

18記入者名

中村庄八、吉川和男

19添付図表等

金島の浅間石



1 コード番号

1005084

2 都道都県名

群馬

3名称

川原湯岩脈

4 所在地

群馬県吾妻郡長野原町

5目標物からの方位•距離

J R川原湯温泉駅より南西1,200m地点の吾妻川 

左岸沿いの国道145号線ぞい

6 2.5万分の1地形図

長野原

7 対象地面積

4,000m2

8 概説

川原湯岩脈は、昭和9年に国の天然記念物に指定 

され、「昇龍」と「臥龍」とからなる。

9 詳細説明

昇龍は、垂直に伸び、幅2 mで吾妻川の河床につ 

づいてる。表面は黒色を呈し、内面は暗青色をとり、 

方解石や沸石の白色脈を生じた輝石安山岩である。 

臥龍は、幅5 mで、斜めになって吾妻川の対岸まで 

続いている。表面は灰色ないし灰褐色を呈し、内面 

は暗青色を呈し、鏡下で、サポナイト、方解石がわ 

ずか認められる複輝石安山岩である。放射年代の測 

定によって臥龍は約230万年前にでき、昇龍は変質 

の程度からさらに古い時期にできたものである。

10現況

国道の側道にそって、見ることができるが,安全 

面から金網でおおわれている。今後,ダムの建設に 

伴い水没する予定である.

11文化財指定状況

国指定天然記念物341228

12他の法令等による指定状況

不明

13 土地所有者•形態

不明

14 キーワード

ダム建設で水没,岩脈

15ランク

I

16その他

昇龍の東500mに久森トンネルがあり、ここは、 

枕状溶岩と枕状角礫岩などからできており、地質的 

には、群馬県内で大変めずらしく岩脈以上に貴重な 

ものである。

17参考文献

久保誠二•中村庄八•小山和久•高橋陽一,1993,

地形•地質(吾妻渓谷周辺とその南西域). 

長野原の自然,長野原町,3-89.

18記入者名

中村庄八

19添付図表等

川原湯岩脈



1コ-ド番号

1005085

2都道都県名

群馬

3名称

巨晶よりなる変成岩

4 所在地

群馬県利根郡白沢村、利根村

5目標物からの方位•距離

東電岩室発電所対岸の片品川左岸、および輪組大 

橋付近の片品川右岸

6 2.5万分の1地形図

高平

7 対象地面積

2,000m2

8 概説

この付近に分布する超塩基性岩(蛇紋岩)中には、 

長さ10cmにも達する角閃石巨晶を主とする変成岩の 

岩塊が含まれている。

9 詳細説明

暗緑色でへき開が顕著で巨大な角閃石を主とし、 

輝石、ゾイサイトを含む角閃岩である。各結晶はほ 

ぼ一定方向に配列している。産状は明らかでないが、 

蛇紋岩中に塊状に取り込まれたものと思われる。従 

来はんれい岩ペグマタイトと言われていたが、ここ 

のものは変成岩である。しかし、ここ以夕Uこペグマ 

タイトがあるのかもしれない。

こうした巨晶よりなる角閃岩はめずらしい。

10現況
河川敷や山腹にあり、人がほとんど立ち入らない 

場所である。

11文化財指定状況

なし

12他の法令等による指定状況 

なし

13 土地所有者•形態

不明

14キーワード

角閃岩、超塩基性岩、蛇紋岩

15ランク

n

16その他

特になし

17参考文献
木村達明,1952,岩室累層の地質学的研究(1).地 

質学雑誌,58, 457-468.

茅原一也,1986,谷川帯.日本の地質3関東地

方,共立出版,56-57.

18記入者名

神沢憲治、久保誠：2

19添付図表等

巨晶よりなる変成岩



1 コ—ド番号

1005086

2 都道都県名

群馬

3名称

下仁田町の青岩

4 所在地

群馬県甘楽郡下仁田町吉崎

5目標物からの方位•距離

上信電鉄下仁田駅南西0.4 km

6 2.5万分の1地形図

下仁田

7 対象地面積

3,000m2

8 概説

青岩公園には三波川結晶片岩類のうち、みかぶ緑 

色岩と呼ばれる、比較的塊状の緑色片岩が広く露出 

してVゝる。同岩の代表的露出地のひとつであり、ま 

た市街地に近く、市民に親しまれている。

9 詳細説明

青岩は西牧川と南牧川が合流し、鏑川となる合流 

点にあり、青岩公園として整備されている。青岩は 

細粒緑色片岩で、無点紋で、片理の発達も弱く塊状 

を呈することなど、変成作用が弱く再結晶の程度が 

低いことを示している。

この結晶片岩の原岩は凝灰岩などの細粒物質の多 

い塩基性の火山噴出物であるが、原岩の構造が所々 

に認められる。青岩全体に石英脈や石灰質の白色脈 

が多数見られる。

10現況

青岩公園として整備されている。周囲で公園整備 

橋梁架設、道路の拡幅などの工事が進んでいるが、 

青岩の保存状態は良好である。

11文化財指定状況

なし

12他の法令等による指定状況

不明

13 土地所有者•形態

下仁田町

14 キーワード

三波川結晶片岩、みかぶ緑色岩類、青岩公園

15ランク

I

16その他

特になし

17参考文献

新井房夫他,1963,群馬県下仁田町の跡倉礫岩を 

中心とする地質学的研究.地球科学,64,

18-31.

大久保雅弘•堀口万吉,1969,万場地域の地質 

地域地質研究報告(5万分の1地質図幅). 

地質調査所,66.

18記入者名

細矢尚

19添付図表等

青岩



1コード番号

1005087

2都道都県名

群馬

3名称

谷川岳山頂の結晶片岩•同産地

4 所在地

群馬県利根郡水上町谷川岳山頂

5目標物からの方位•距離

谷川ロープウヱイ天神平駅北西2,500m、同所よ 

り標高差約660 m

6 2.5万分の1地形図

水上•茂會

7 対象地面積

約750,000m2

8 概説

群馬県利根郡から新潟県境を越えた地域には、変 

成岩および蛇紋岩の小岩体が各地に散在し,かつて 

この地域に変成帯が存在したことを物語っている。 

この変成帯は上越帯に属する。

9 詳細説明

谷川岳山頂部(トマの耳)には、蛇紋岩の上にルー 

フペンダントとして粗粒の結晶片岩が産出する。同 

じ結晶片岩は谷川岳の北の頂上(オキの耳)からも 

産出する。黒色片岩および緑色片岩で曹長石の点紋 

がある。緑色片岩は緑簾石を伴ったり伴わなかった 

りするが,いずれもガーネット角閃岩である。黒色 

片岩はガーネット白雲母片岩である。

上越帯は蛇紋岩•結晶片岩(蛇紋岩メランジ)を 

主体とする谷川帯と変成オフィオライトを主体とす 

る片品帯に大別される。西南日本の規則的な帯状構 

造の,糸魚川静岡線を越えた東北日本への延長を問 

題にする上でも重要である。

谷川帯の結晶片岩は群馬県では谷川岳周辺と川場 

村に産出するが、川場村の結晶片岩は接触変成作用 

によりホルンフェルス化が著しいのに対し、谷川岳 

の結晶片岩は接触変成の影響が少なく、結晶片岩と 

しての原型をとどめている。308Ma、284Maの 

K-Ar年代が報告されている。

10現況

岩石の産状はいずれの地点も良好である。谷川岳 

の南側の頂上部(トマの耳)は常に豪雪で削られる 

ので土壌と地衣類の殆どが失われ、岩体が広く露出 

している。露岩はすべて結晶片岩であり、風化も弱 

く新鮮である。

11文化財指定状況

指定なし

12他の法令等による指定状況

上信越高原国立公園

13 土地所有者•形態

国有地

14 キーワード

結晶片岩、上越帯、蛇紋岩メランジ

15ランク

16その他

特になし

17参考文献
端山好和ほか,1969, The Joetsu metamorphic 

belt and its bearing on the geologic storucyur 

of the Japanese Islands.地質学論集,4,

61-82.

18記入者名

青木 清

19添付図表等

谷川岳山頂の結晶片岩



1コード番号

1005088

2 都道都県名

群馬

3名称

つづみ石 (ポンポン石)

4 所在地

群馬県吾妻郡中之条町中之条394-5

5目標物からの方位•距離

J R中之条駅より西1,300m地点。

6 2.5万分の1地形図

群馬原町

7 対象地面積

25 m2

8 概説

浅間火山の24000年前の応桑泥流とともに吾妻川 

沿レゝに流下してきた石のひとつ、応桑泥流で運ばれ 

た巨大岩塊は、応桑や川原湯を始めとし、中之条、 

市城、村上、白井、前橋市の岩神神社などにも残さ 

れている。

9 詳細説明

表面は溶結凝灰岩様を呈するアグルチネートの岩 

相をとる。岩塊の上にSPが重なる.山口(1975) 

の伊勢町！！面上に存在。

10現況

J Rの線路と町道に挟まれて分布している

11文化財指定状況

町指定天然記念物941201

12他の法令等による指定状況

剣持正人

13 土地所有者•形態

不明

14 キーワード

応桑泥流、浅間火山

15ランク

I

16その他

特になし

17参考文献

荒牧重雄(1993)浅間火山地質図,1:5000〇.地

質調査所

竹本弘幸•久保誠二(1995)群馬の火山灰.みや 

ま文庫.

山口一俊(1975)中之条盆地とその周辺の地形. 

駒大大学院地理学研究,5, 28-39.

18記入者名

中村庄八

19添付図表等

つづみ石



1コード番号

1005089

2 都道都県名

群馬 •

3名称

とうけえ石(稲荷石•頭鶏石)

4 所在地

群馬県吾妻郡中之条町中之条1856

5目標物からの方位•距離

J R中之条駅より西500m地点。

6 2.5万分の1地形図

群馬原町

7 対象地面積

100m2

8 概説

浅間火山の24⑻〇年前の応桑泥流とともに吾妻川 

沿いに流動してきた浅間石のひとつ。応桑泥流で運 

ばれた巨大岩塊の浅間石は、応桑や川原湯を始めと 

し、中之条、市城、村上、白井などにも残されてい 

る〇

9 詳細説明

表面は溶結凝灰岩様を呈するアグルチネートの岩 

相をとる。大きさ3〜7 m大の複数の岩塊の集合。 

山口(1975)の伊勢町I面と伊勢町!!面の間の段丘 

崖に存在。

10現況
杉林の中の段丘崖に残存

11文化財指定状況

町指定天然記念物941201

12他の法令等による指定状況

中之条町伊勢宮

13 土地所有者•形態

不明

14 キーワード

応桑泥流、浅間火山

15ランク

I

16その他

特になし

17参考文献

荒牧重雄a993)浅間火山地質図,1:50⑻〇.地 

質調査所.

竹本弘幸•久保誠二(1995)群馬の火山灰.みや

ま文庫.

山口一俊(1975)中之条盆地とその周辺の地形. 

駒大大学院地理学研究,5, 28-39.

18記入者名

中村庄八

19添付図表等

とうけえ石



1コード番号

1005090

2 都道都県名

群馬

3名称

中村の浅間石

4 所在地

群馬県渋川市中村835

5目標物からの方位•距離

渋川市立武道館前の駐車場

6 2.5万分の1地形図

渋川

7 対象地面積

110m2

8 概説

浅間火山の天明三年の泥流とともに吾妻川沿レゝに 

流下してきた浅間石のひとつ

9 詳細説明

天明泥流で運ばれた巨大岩塊の浅間石は、原町や 

中之条をはじめ、利根川中流域の新田郡世良田村な 

どでも、火が燃え煙が立つ「火石」として記述され 

た。金島の浅間石は、キュリー温度以上を保ってい 

たことが磁化測定で示され(井上ほか、1994)、火 

石の検証となっている。また、火石は、火や煙りを 

出しながら泥流面上を転動してきたと記述されてい 

る〇

この浅間石は火山泥流の発生機構や流下機構など 

の解明、さらには、火山災害の猛威を正しく認識す 

る上での貴重な資料や財産となることもあり得る。

10現況

本来の位置は、渋川インターチェンジ南の私有地 

内にあり、ここから、小ブロックに分断して移動し 

て組み立てられた。このため、移動後と移動前を見 

比べると、石塔と鳥居のある地点のピークの高さが、 

移動後に尖り、相対的に高くなっている。また、長 

軸方向が、移動前にNE-SW方向であったものが、 

移動後にE-W方向に変わっていることも明かであ 

る〇

11文化財指定状況

市指定天然記念物850325

12他の法令等による指定状況

不明

13 土地所有者•形態

渋川市

14 キーワード

天明3年,中村の浅間石、泥流、浅間火山

15ランク

I

16その他

特になし

17参考文献

中村庄八(1998)吾妻川流域から失われつつある 

浅間石の記載保存一中之条高校文化祭発表の 

まとめを兼ねて一.中之条高校紀要,第16号, 

15-25.

18記入者名

中村庄八

19添付図表等

中村の浅間石



1コード番号

1005091

2都道都県名

群馬 •

3名称

馬見岡凝灰岩露出地

4 所在地

群馬県新田郡笠懸町大字西鹿田、字天神山

5目標物からの方位•距離

J R岩宿駅から西3.0km

6 2.5万分の1地形図

桐生

7 対象地面積

72,000 m2

8 概説

馬見岡(まみおか)凝灰岩は、淡黄色の凝灰岩で、 

模式地は天神山南端の石切り場跡である。新第三紀 

中新世の地層で、海生の貝化石も発見されている。 

また古墳時代•中世には、東毛地域の重要な石材で 

あった〇

9 詳細説明

馬見岡凝灰岩は、天神山とそれに隣接する鹿田山 

の一部に分布する。馬見岡凝灰岩は、やや灰白色が 

かった淡黄色で、きめの細かな、有色鉱物に乏しい 

凝灰岩である。馬見岡凝灰岩層から、かって現生の 

ホタテ貝によく似た化石が多産した。サメの歯の化 

石を採集した、という地元の人もいる。現在、化石 

はほとんど発見されない。

馬見岡凝灰岩のもう一っの重要な点は、古墳時代 

の石室や中世の石仏•墓などの石材に使用されてい 

たことである。東毛地域をはじめ埼玉県•栃木県に 

まで運ばれ使われていたことが確認されている。

10現況
天神山の周囲は、民家が多く建てられ、一部は山 

を削って家が建てられている。しかし、22力所の採 

掘跡の多くは尾根部分にあり、現地の保存状態は、 

比較的良好といえる。

11文化財指定状況

笠懸町指定天然記念物660401

12他の法令等による指定状況

不明

13 土地所有者•形態

個人

14キーワード

凝灰岩、中新世、石材産出地

15ランク

n
16その他

特になし

17参考文献

須藤定久•田島順子•木崎喜雄,1976,群馬県太 

田〜大間々地域の第三紀火砕岩類.地質学論 

集,13,241-249.

笠懸村誌,1985,石造文化と凝灰岩石材の産地… 

天神山,上巻,362-381.

18記入者名

藤井光男

19添付図表等

馬見岡凝灰岩の露頭



1コード番号

1005092

2 都道都県名

群馬

3名称

みかぶ帯の枕状溶岩

4 所在地

群馬県多野郡万場町

5目標物からの方位•距離

東御荷鉢山の西南西約1km。投石峠の東約100m 

から1,500 mの範囲の山側法面。

6 2.5万分の1地形図

万場

7 対象地面積

15,000,000m2

8 概説

東御荷鉢山南面のみかぼスーパー林道沿いには、 

法面の数力所に、枕状溶岩の好露頭が現われた。枕 

状溶岩はそれほど珍しいものではないが、ここの露 

頭は容易に行ける場所にあり、また原岩の構造が比 

較的よく残存していることなど、観察に適している。

9 詳細説明

東御荷鉢山南面には玄武岩枕状溶岩のほか、塊状 

溶岩や多数の玄武岩岩脈が分布している。枕状溶岩 

はくすんだ濃緑色ないし紫褐色を呈し、変質が進み、 

またやや変形していることもあって、枕状構造は必 

ずしも鮮明ではない。しかし露頭によって、径数10cm 

のこぶ状のピロウ• ローブ(「枕」の単体)の外形 

がレリーフとして浮き出ているもの、また円〜丸味 

をおびた多角形状の断面が見られるものなどがあ 

る。断面では細粒ガラス質の周縁急冷部と、その内 

側に同心円状に配列する気孔(二次鉱物によって充 

塡されている)、および放射状の節理などが認めら 

れる。

10現況
スーパー林道のこの付近は舗装され、整備されて 

きている。

11文化財指定状況

なし

12他の法令等による指定状況

なし

13 土地所有者•形態

不明

14 キーワード

枕状溶岩、みかぶ帯

15ランク

n

16その他

山側の法面はコンクリートで卷レゝたり、崩落防止 

工事が行なわれつつある。安全を保つことはもちろ 

んたいせつであるが、良好な露頭であるので、いく 

つかは可能なかぎり残したい。

整備の必要性：有

具体的に露頭の位置を示して、担当行政当局(万 

場町)と検討し、露頭保全の措置をとりたい。

17 参考文献

関東山地団体研究グループ,1994,関東山地神流

川流域の秩父累帯北帯.地球科学,48, 83-101. 

18記入者名

吉羽興一

19添付図表等

万場層のpillow lava



1コード番号

1006093

2都道都県名

群馬,

3名称

川手山のズニ石産地

4 所在地

群馬県利根郡新治村大字入須川字ーツ岩乙1419

5目標物からの方位•距離

雨見山の南西約2.5km

6 2.5万分の1地形図

四万

7 対象地面積

0.2km

8 概説

川手山地域内の数個所で世界的稀産鉱物であるズ 

二石が確認されている。川手山産ズニ石は他産地の 

ものに比べ、結晶が大きく美しいことおよびその賦 

存地域が広い点で貴重である。

9 詳細説明

川手山には数個の洞穴、岩塔、石門等が散在して 

特異な地形を呈している。

川手山付近は新第三紀の凝灰質堆積岩類とこれを 

貫くひん岩〜石英閃緑岩よりなる。前者は熱水変質 

を被り、一般に硬岩化しているが、粘土化した所も 

各所に見られる。本産地のズニ石は灰白色ないし赤 

褐色変質岩中に、微細結晶として、ほぼ全体に形成 

されているほか、時に、変質岩の晶洞中に群晶する。 

自形をなすものは(111)面を主とする正四面体の 

無色透明結晶として産し、通常3 mm以下である。

ズニ石は塩素およびフッ素を含む含水アルミノ珪 

酸塩鉱物［Al13Si5O20(〇H,F)18C1］で、世界的に産 

出の少ない稀産鉱物である。

10現況

ズニ石を含む露頭はハイキングコースに沿って数 

個所あるが、現在の保存状況は良好である。しかし、 

容易に採集できる場所にあるため保存には注意を払 

う必要がある。

11文化財指定状況

県指定天然記念物 入須川のヒカリゴケ自生地、

630108、川手山の洞窟群とズニ石、730827

12他の法令等による指定状況

保安林

13 土地所有者•形態

入須川生産森林組合共有林(地)

14 キーワード

ズニ石、含水アルミノ珪酸塩鉱物、川手山

15ランク

IV

16その他

特になし

17参考文献

今吉隆治•ほか,1963,日本産鉱物新資料.その

1.自然科学と博物館,30,179-182.

木崎喜雄,1978,川手山地域.良好な自然環境を 

有する地域学術調査報告書(IV), 37-41,群 

馬県.

18記入者名

飯島静男•吉川和男

19添付図表等

ズニ石



1コード番号

1006094

2 都道都県名

群馬

3名称

堇青石、ムル石

4 所在地

浅間山中腹付近

5目標物からの方位•距離

小浅間山の西南西約1km

6 2.5万分の1地形図

浅間山

7 対象地面積

20knf

8 概説

浅間山の中腹には、噴火によって、放出された安 

山岩片が多数見られる。その岩片に含まれるゼノリ 

ス中には、堇青石を含むものがある。堇青石に伴っ 

て、珪線石も見られる。近年、ムル石も発見されて 

いる。火山岩中からのこれらの鉱物の産出は、その 

成因的観点から学術的に極めて重要である。

9 詳細説明

8に同じ

10現況

特になし

11文化財指定状況

未指定

12他の法令等による指定状況

上信越高原国立公園

13 土地所有者•形態

不明

14 キーワード

ムル石、堇青石、獲獲岩(ゼノリス)

15ランク

m
16その他

特になし

17 参考文献

ARAMAKI, 1961, Sillmanite and cordierite from 

volcanic xenoliths. Amer. Minerlogist, 48,

1154-1165.

松原聰,宮脇律郎,千葉とき子,加藤昭,1998,

浅間火山放出物中のmullite,日本岩石鉱物 

岩床学会平成9年度学術講演会予稿集(講演 

番号B-4).

18記入者名

佐藤成夫

19添付図表等

堇青石•厶ル石を含む浅間山溶岩



1コード番号

1006095

2 都道都県名

群馬,

3名称

草津白根火山の硫黄

4 所在地

群馬県吾妻郡草津町の草津白根火山周辺

5目標物からの方位•距離

草津白根火山周辺に点在

6 2.5万分の1地形図上野草津

7 対象地面積計測不能

8 概説

草津白根火山周辺には、火山活動によって生成さ 

れた各種硫黄鉱床がひろく認められ、かっては8ケ 

所を超える鉱山で採掘されていた。また、現在も、 

噴気ロ付近では昇華硫黄、温泉水からは遊離粉状硫 

黄が、普通に認められる。

9 詳細説明

草津白根火山周辺には、かって、万座,白嶺•殺 

生•小倉•白根•吾妻•石津•小串•横手などの硫 

黄鉱山が点在し、年間約8万トンを超える精製硫黄 

を出荷していた。湯釜の沈澱硫黄鉱床を採掘してい 

た万座鉱山をのぞき、ほとんどの鉱山が、火山ガス 

や熱水による変質作用によって形成された鉱染状交 

代硫黄鉱床を採掘していた。

石油や天然ガスからの回収硫黄が安く多量に生産 

されるようになったため、1971年8月までに、すべ 

ての鉱山が休山ないし閉山となった。

現在、鉱山跡周辺において、硫黄鉱石や精製硫黄 

ズリを採取することができる。

湯釜では、天然のゴム状硫黄が見られ、殺生河原 

や万座温泉付近の噴気ロでは、針状の昇華硫黄が認 

められる。また、湯畑では、温泉水から遊離沈澱し 

た粉末状硫黄が見られ、観光資源になっている。

10現況

硫黄を産出する場所は、草津白根火山周辺に数多 

く存在するが、硫化水素を発生する場所も多くあり、 

現地での硫黄採取には、注意が必要である。

硫黄鉱山跡は、ほとんどがホッパなどのコンク 

リート構造物の一部を残すのみで、建屋などは、崩 

壊してしゝる。坑口の位置は、まだ、十分に確認でき 

る。特に立ち入り規制が行われてレゝなVゝところもあ 

る〇

11文化財指定状況不明

12他の法令等による指定状況

上信越高原国立公園

13 土地所有者•形態

各鉱山跡周辺は、㈱コクドや草津町系列の第3セ 

クターなどの所有らしVゝが、詳細は不明。

14 キーワード

火山、草津白根、草津、硫黄、鉱山

15ランク n

16その他特になし

17 参考文献

今井秀喜•河井興三•宮沢俊弥,1973,日本地方 

鉱床誌一関東地方.219-248,朝倉書店.

下谷昌幸,1985,白根火山.85-123,上毛新聞社.

18記入者名中村芳子

19添付図表等

草津白根火山のイオウ



1コード番号

1006096

2 都道都県名

群馬

3名称

自然鉄

4 所在地

群馬県甘楽郡下仁田町細萱

5目標物からの方位•距離

細萱部落より南方300-1,000 m

6 2.5万分の1地形図

下仁田

7 対象地面積

2knf

8 概説

世界的に自然鉄の産出はひじょうにめずらしvゝ。 

日本では他に長野県等でも知られてVゝるが、当地の 

方が産出の観察に好都合であり、学術上の価値が高 

い〇

9 詳細説明

かんらん岩中を谷が切り、その転石が大量にある。 

その中に蛇紋岩の細脈が走り、自然鉄はその脈中に 

ある。粒状をなし、最大1mmに至る。

10現況

谷の上に人家なく、 _然の状況はここ数年変化し 

てレゝなvゝ。

11文化財指定状況

未指定

12他の法令等による指定状況

なし

13 土地所有者•形態

不明

14 キーワード

鉄、_然鉄、蛇紋岩

15ランク

IV

16その他

特になし

17参考文献

前島正道•兼平慶一郎,1983,関東山地黒内山超

塩基性岩体の自然鉄,日本鉱物学会 日本鉱 

山地質学会 岩石鉱物鉱床学会 三学会合同 

学術大会講演要旨集,51.

18記入者名

堀秀道

19添付図表等

沢中のかんらん岩転石

岩石の表面に見える細脈中に自然鉄がある



1コード番号

1006097

2都道都県名

群馬1

3名称

四万の水晶山

4 所在地

群馬県吾妻郡中之条町四万、山口

5目標物からの方位•距離

四万温泉 山口地区北東方約900m 水晶山

6 2.5万分の1地形図

四万

7 対象地面積

約 500m2

8 概説

四万温泉地域は、新第三紀の凝灰岩質堆積岩類に 

安山岩、石英閃緑岩などが貫入し、ろう石鉱床を生 

じるなど熱水変質作用を受けてVゝる。

水晶山山頂には、熱水変質を受けた破砕岩(原岩 

不明)の空隙中に、長さ10mm前後の柱面の発達した 

六角柱状の無色透明石英(水晶)が群生してしゝる。

水晶山直下の標高900m付近には、最大径数mの 

上記破砕岩の転石が散在してVゝる。

一部の水晶には、包有物として針状電気石が入っ 

てVゝる。

9 詳細説明

7に同じ

10現況

かっては数cm大の水晶を産出したそうであるが大 

きなものは取り尽くされたようである。転石には、 

鉄分などで汚れてVゝることが多Vゝが、比較的大きな 

晶洞中に水晶が群生してVゝることもある。

遊歩道のコースになっており、案内図、標識など 

ぁり。

11文化財指定状況

未指定

12他の法令等による指定状況

上信越高原国立公園

13 土地所有者•形態

国有林

14 キーワード

水晶、包有物(電気石)、熱水変質

15ランク

I

16その他

特になし

17参考文献

飯島静男•吉川和男,1997,四万温泉の温泉地質

図.学術調査研究報告書,(扣群馬県温泉協会, 

13p.

18記入者名

関茂雄、吉川和男

19添付図表等

四万の水晶



1コード番号

1006098

2 都道都県名

群馬

3名称

タキガ沢火山灰層

4 所在地

群馬県利根郡水上町湯の小屋

5目標物からの方位•距離

露頭からタキガ沢出会Vゝまで600m。タキガ沢出 

会Vゝから湯の小屋温泉まで約12km。

6 2.5万分の1地形図

至仏山

7 対象地面積

15m2

8 概説

上州武尊火山の北麓に認められた火山灰層で、堇 

青石自形結晶を含むことが特徴。同一のテフラの分 

布は、新潟県魚沼地域(上越火山灰)から群馬県高 

崎地域まで確認されてレゝる。

9 詳細説明

タキガ沢火山灰層は、タキガ沢の標高1460m地点 

に認められる。湖成層中に狭まれる。

本火山灰層の層厚は150cm程度で、間に砂層など 

の砕屑性堆積物の薄層を挟んで、下からA、B、C 

層に3区分される。A層は、厚さ130cm程度で、本 

火山灰層の主体をなす。B層は2cm、C層は20cm程 

度の層厚を示す。全体的に黄白色〜白色の租粒結晶 

質のザラメ状火山灰で、ほぼ塊状無層理である。A 

層の上部には5 cm程度の細粒部が認められる。

組成は火山ガラス+斜長石十石英が95%程度あ 

り、その他黒雲母、最大3 mm程度の堇青石、鉄鉱物、 

カミングトン閃石などが特徴的に認められる。A層 

やC層には2 cm程度の発泡の悪レゝ白色軽石が普通に 

認められる。

本火山灰層のフィッショントラック年代は、約 

1.11土0.20Ma を示す。

噴出源の位置は、榛名山付近が推定されている。

10現況

確認できる露頭は、タキガ沢の沢沿いの1力所の 

みである。

11文化財指定状況

なし

12他の法令等による指定状況

不明

13 土地所有者•形態

国有地

14キーワード

タキガ沢、火山灰、堇青石、水上町

15ランク

16その他

特になし

17参考文献

中村正芳•長沢和裕,1984,群馬県武尊火山北麓 

における含堇青石カミングトン閃石火山灰の 

発見.地球科学,38, 210-214.

18記入者名

中村正芳

19添付図表等

タキガ沢•火山灰層の露頭



1コード番号

1006099

2都道都県名

群馬 •

3名称

沈殿硫黄

4 所在地

群馬県吾妻郡草津町

5目標物からの方位•距離

草津町役場から北西へ5.5km

6 2.5万分の1地形図

上野草津

7 対象地面積

40,000m2 (湯釜)

8 概説

草津白根一帯には、古くから硫黄鉱山が数多く稼 

行していた。多くは、鉱染交代鉱床であるが、白根 

山頂の湯釜内には、沈殿硫黄があり、採掘の対象と 

なっていた。また、草津温泉•万座温泉においては、 

湯畑等に現在生成中の沈殿硫黄を見ることができ 

る〇

湯釜湖底の堆積物は下部から次の5つに大別され 

る〇

黒色砂層•淡灰紫色粘土層•硫黄鉱層•黒色粘土 

層•崖錐堆積物

硫黄鉱層は普通厚さ2〜5m、薄いところで

0.3m、厚いところで16mに及んだと言われる。鉱 

層は、淡黄灰色でやや緑色を帯びた部分と〇.1〜30cm 

の水平縞状互層を成しており、火口湖中に静穏に堆 

積したことを示している。黒色粘土層中には、硫黄 

鉱層の縞状層理を切って不整合状に重なっている。

黒色粘土層中には、硫黄鉱層から移動した硫黄鉱塊 

が存在するが、これは硫黄鉱層の堆積後、黒色粘土 

の堆積中に火口湖内に爆裂作用があり、硫黄鉱層の 

一部が破壊飛散したためと解釈されている。

9 詳細説明

8に同じ

10現況

湯釜の硫黄鉱床は、明治27年頃から組織的に開発 

され、昭和23年以降は万座硫黄株式会社が稼行した

が、現在では閉山され、全く採掘されていない。

万座•草津両温泉の湯畑に堆積しつつある沈殿硫 

黄(硫黄泥)は、湯ノ花として観光物産店で販売さ 

れている。

11文化財指定状況

なし

12他の法令等による指定状況

上信越国立公園

13 土地所有者•形態

不明

14 キーワード

湯釜、湯畑、鉱層、沈殿硫黄鉱床

15ランク

in

16その他

特になし

17参考文献

太田良平,1957,5万分の1地質図幅説明書「草 

津」,63-64.

川崎繁太郎,1903,上州白根火山に於ける硫黄の 

生成.地質学雑誌,10, 420-428.

小坂丈予他,1980,草津白根火山,湯釜湖底の溶 

融硫黄について.火山,2, 4, 309.

18記入者名

角田寛子

19添付図表等

120



1 コード番号

1006100

2 都道都県名

群馬

3名称

長島石、鈴木石

4 所在地

群馬県桐生市茂倉沢茂倉沢鉱山

5目標物からの方位•距離

桐生駅北東6 km茂倉沢奥、沢入り口より2 km

6 2.5万分の1地形図

番場

7 対象地面積

500m2

8 概説

長島石および鈴木石は本県第2、第3の世界新鉱 

物で、この地で発見された。ともに希元素バナジウ 

ムを含む。

9 詳細説明

かつてマンガンを採掘した鉱山があり、二つの鉱 

物はともに主要鉱石であったバラ輝石中に数mm_ 

数cmの結晶となって見出された。鈴木石は緑色、長 

島石は緑黒色を呈する。

10現況

旧坑やズリがのこされているが、今や良質の鉱石 

はまれで、上記の鉱物を採集することはきわめて困 

難である。

11文化財指定状況

未指定

12他の法令等による指定状況

なし

13 土地所有者•形態

不明

14 キーワード

長島石、鈴木石、新鉱物

15ランク

IV

16その他

特になし

17 参考文献

Matsubara Satoshi, Akira Kato, Shunzo Yui 1982

Suzukiite, Ba2\4+ [〇2 | Si4 〇12], a new 

mineral from the Mogurazawa mine, Gumma 

Prefecture, Japan, Mineralogical Journal1J

15-2〇.

Matsubara Satoshi, Akira Kato 1980 Nagashima-

lite, Ba4(V3 + , Ti)4 [(〇,OH) 2 cl Si8B2O27],a 

new minaral from Mogurazawa mine, Gumm- 

ma Prefecture, Japan, Mineralogical Journal

10, J22-J3〇.

18記入者名

堀秀道

19添付図表等

茂倉沢鉱山の旧炕

鈴木石



1コ-ド番号

1006101

2都道都県名

群馬 ’

3名称

藤岡市鲈沢のアンモニオ白榴石

4 所在地

群馬県藤岡市下日野243

5目標物からの方位•距離

藤岡市役所から南西へ7.5km

6 2.5万分の1地形図

藤岡

7対象地面積

不明

8 概説

堀による調査で、藤岡市炉沢地域から白榴石によ 

く似た鉱物が発見され、研究の結果、新鉱物として 

「アンモニオ白榴石」と命名された。産出は、三波 

川帯の熱水変質を被った緑色片岩の空洞内からで、 

タイプ標本は国立科学博物館に収蔵されてvゝる。

9 詳細説明

アンモニオ白榴石はアンモニウムアルミノ珪酸塩 

で、表面が方沸石で置換された状態で産出する。結 

晶は非常に小さく、双晶している。色は白色で、正 

方晶系に属する。化学式は(NH4)AlSi2O6である。 

共産する鉱物は、苦灰石•方沸石•方解石•石英• 

菱鉄鉱•クロムアルモヒドカルサイト•クロムドウ 

ソン石•ベス鉱•ヴィオラル鉱•針ニッケル鉱•黄 

鉄鉱•黄銅鉱がある。

10現況
現在、工場•事務所が建設され、全く産地を見る 

ことはできない。

11文化財指定状況

未指定

12他の法令等による指定状況

未指定

13 土地所有者•形態

いすゝ''産業㈱)

14 キーワード

アンモニオ白榴石•アンモニウムアルミノ珪酸 

塩•新鉱物

15ランク V

16その他

特になし

17参考文献
Hori, H., Nagashima, K., Yamada, M. and

Miyawaki, R.,1986, Ammonioleucite, a new 

mineral from Tatar aza wa, Fujioka, Japan. 

American Mineralogist, 71,1022-1027.

18記入者名

堀秀道、野村正弘

19添付図表等

アンモニオ白榴石を産場した場所

アンモニオ白榴石の鉱石



1コード番号

1006102

2 都道都県名

群馬

3名称

南石

4 所在地

群馬県吾妻郡蠕恋村奥万座温泉

5目標物からの方位•距離

奥万座温泉東方400 m (泉源地脇)

6 2.5万分の1地形図

上野草津

7 対象地面積

100m2

8 概説

南石Minamiiteは本県第4の世界新鉱物で、この 

地で発見された。名称は温泉化学者であった故南英 

一東大教授にちなむ。

9 詳細説明

火山性噴気作用で知られる殺生沢の最上部域にみ 

られる。火山岩が硫酸を含む熱水に侵されて、明ば 

ん石化したときに生じた物。ここが原産地である。 

但し肉眼的識別は難しい。

10現況

露頭が残されており、現場の保存は良い。

11文化財指定状況

未指定

12他の法令等による指定状況

なし

13 土地所有者•形態

不明

14 キーワード

南石、新鉱物、熱水変質

15ランク

IV

16その他

特になし

17 参考文献

Ossaka et al.,1982 Crystal structure of minamiite, 

a new mineral of the alanite group, American

Mineralogist 67,114-119.

18記入者名

堀秀道

19添付図表等

奥万座温泉源泉付近

源泉の対岸にある南石露頭

南石



1コード番号

1007103

2都道都県名

群馬

3名称

川場村のザクロ石鉱床

4 所在地

群馬県利根郡川場村

5目標物からの方位•距離

川場村役場の北北東約6 km

6 2.5万分の1地形図

追貝、後閑

7 対象地面積

100,000m2

8 概説

鉱床は川場村太郎の鉱石山山頂近くにあり、かっ 

ては大量のザクロ石を産出し、沼田市に運搬して、 

研磨材に加工されていた。中生代末の花崗岩による 

接触交代鉱床と考えられる。

9 詳細説明

鉱床を胚胎する鉱石山一帯は、ホルンフェルス化 

した泥岩•砂岩、玄武岩溶岩および火砕岩、超塩基 

性岩などが南北に帯状に分布し、さらに東側の赤倉 

沢流域には、中生代末の貫入と考えられる花崗岩が 

貫入している。ホルンフヱルス帯は大理石を伴って 

いる。西、および北は武尊火山の噴出物に覆われて 

いる〇

鉱床は泥質ホルンフェルス中に胚胎しており、近 

くの大理石岩体中には、発見されていない。露天掘 

りを行っていた主要鉱体は、標高1,100m付近にあっ 

た。掘削最盛期当時の報告(三川、1938)によると、 

掘削面積は幅150m、長さ350mに及んでおり、ザク 

口石鉱床としては希にみる大きさである。このほか 

数力所で試掘を行ったが、採掘にはいたらなかった。 

鉱床はほぼザクロ石のみからなる塊状集合体で、

空隙部には径数cmに達する_形結晶がみられる。ザ 

クロ石以外に少量の角閃石、磁鉄鉱、石英、方解石 

を伴う。本鉱山のザクロ石は、おおむね灰鉄ザクロ 

石と灰バンザクロ石の固溶体であり、鉱体中心部は 

灰鉄ザクロ石成分が92%以上であるが、周縁部では

灰バンザクロ石成分が多くなり、光学異常を示す。 

結晶形は24面体を主とし、まれに12面体を呈するも 

のもみられる。

こうした大規模なザクロ石鉱床は全国的にも特異 

なものである。また鉱床とホルンフェルスの接触部 

が観察できることでも貴重である。

10現況
途中まで林道が開かれ、更にハイキングコースが 

開設され、鉱山跡を通り、山頂に達している。鉱山 

跡にはザクロ石が散在している。

11文化財指定状況

なし

12他の法令等による指定状況

なし

13 土地所有者•形態

国有地

14 キーワード

ザクロ石、接触交代鉱床、川場村

15ランク

IV

16その他

特になし

17参考文献
川場村,1961,川場村の歴史と文化.川場村.

木村達明,1952,岩室累層の地質学的研究(1). 

地質学雑誌,58, 457-468.

久保誠二,1989,川場村鉱石山周辺.良好な自然 

環境を有する地域学術調査報告書,群馬県林 

務部自然保護対策室,263-269.

橋本光男,1966,群馬県川場鉱山の灰鉄ざくろ石. 

科学博物館研究報告,46, 64-67.

三山逸郎,1938,群馬県川場ザクロ石鉱床調査報

告書.

18記入者名
吉野弘、久保誠二、吉川和男

19添付図表等



鉱山跡

露頭



1コード番号

1007104

2 都道都県名

群馬

3名称

下宿の砂鉄鉱床

4 所在地

群馬県利根郡新治村入須川140番地の1

5目標物からの方位•距離

下宿にある入須川小学校のほぼ真北、約500m。

6 2.5万分の1地形図

猿ヶ京

7 対象地面積

約100m2

8 概説

下宿の須川川北岸丘陵には、砂鉄鉱の鉱層が胚胎 

されてレゝる。第二次世界大戦中に稼行対象となった 

が、一時的なもので、現在は採掘してVゝない。鉱層 

は新第三紀層中に存するが、この地質時代の砂鉄鉱 

床は国内的には比較的少ない。また現地には坑口や 

鉱層の露頭も残っている。

9 詳細説明

須川川流域周辺には、新第三紀の合瀬沢層が分布 

している。合瀬沢層には砂鉄層の鉱床の賦存地域が 

3地!！あるが、下宿地区が鉱層が厚く、連続性もよ 

い。東西約600m、南北約200mの範囲に、最大厚2 m 

の鉱層が緩い東傾斜で分布している。鉱層は丘陵の 

南面中腹を等高線に沿うように連続している。露頭 

はおもに沢底や尾根斜面などに、点々と露われてい 

る〇

鉱石鉱物は磁鉄鉱で、少量のチタン鉄鉱および赤 

鉄鉱が含まれる。脈石鉱物は緑泥石、石英、斜長石、 

火山ガラス、ジルコンなどである。固結度が高く、 

砂鉄というよりは砂鉄岩である。高品位鉱でFe50% 

程度含有する。

10現況

坑口は巾約2 m、高さ約3 mのうち、下半は土に 

埋もれている。

11文化財指定状況

なし

12他の法令等による指定状況

なし

13 土地所有者•形態

小池正明、私有林(個人)

14 キーワード

砂鉄鉱床、新第三紀、合瀬沢層

15ランク

n
16その他

新治村内でも、•近隣の人しかその存在すら知らな 

くなってきてレゝる。

17参考文献

上野三羲•井上秀雄,1955,第2節群馬県A新治 

地区,未利用鉄資源第2輯,132-143.

18記入者名

飯島静男

19添付図表等

旧理研大道鉱山坑口と砂鉄層露頭



1コード番号

1007105

2 都道都県名

群馬

3名称

根羽沢鉱山

4 所在地

群馬県利根郡片品村大清水

5目標物からの方位•距離

国道401号大清水より片品川の支流、根羽沢沿 

レゝ東へ約3 km

6 2.5万分の1地形図

三平峠

7 対象地面積

250m2 (ずり山部分)

8 概説

本鉱山の鉱床は片品川流紋岩類(溶結凝灰岩)に 

貫入した石英脈に伴う金銀を含む熱水鉱床である。 

根羽沢鉱山は昭和6年から採掘が始まり、昭和10年 

に三菱鉱業が採掘権を開発者の千明氏より得て、以 

降10年ほどは相当の盛況であった。鉱石は金 

3.5g/ton、銀350g/ton程度の品位で、高品位の部分 

では金100g/ton、銀1000g/ton採れたという。戦後 

一時休山したが昭和30年代再び採掘されるように 

なった。しかし昭和50年代末の円高の時期に閉山し 

た。現在は根羽沢と湯沢の分岐点にあるズリの山と、 

鉱石搬出用の軌道の跡が当時をしのばせるのみであ 

る。進入禁止の鉄柵もあり軌道沿いに坑口に行くこ 

とはできない。

根羽沢鉱山では通洞坑の入口わきに、主鉱脈の一 

部が露出している。露で鉱脈が観察できる例は珍 

しく、地学的に貴重なものである。

9 詳細説明

8に同じ

10現況

現在根羽沢沿いの道は遊歩道として更に奥の物見 

山新道へつながっている。

11文化財指定状況

なし

12他の法令等による指定状況

鉱山法他は不明

13 土地所有者•形態

不明

14 キーワード

鉱山、熱水鉱床、片品流紋岩類、金鉱石、銀鉱石 

15ランク

n
16その他

群馬県内で最近まで稼行してレゝた金•銀鉱山とし 

て記録に残す必要はある。

17参考文献

片品村史,近年の鉱工業,346 P

今井秀喜ほか,1971,日本地方鉱床史,関東地方,

朝倉書店

中野啓エ•佐藤憲隆•山田亨,1981,根羽沢鉱山 

の地質鉱床および探鉱につVゝて.鉱山地質,

31,81-97.

18記入者名

齋藤賢一

19添付図表等

根羽沢鉱山跡



1コード番号

1007106

2都道都県名

群馬•

3名称

平ヶ岳の輝水鉛鉱鉱床

4 所在地

群馬県利根郡水上町藤原

5目標物からの方位•距離

平ヶ岳山頂の南西1km

6 2.5万分の1地形図

尾瀬ヶ原

7 対象地面積

10,000m2

8 概説

平ヶ岳の山麓に輝水鉛鉱を含有する石英脈があ 

る。モリブデンを含む鉱床は県内におVゝてはこの付 

近しか知られてVゝなレゝ。

9 詳細説明

水長沢最上流部には奥利根層群の頁岩類とこれを 

貫くかこう岩が分布してVゝる。

モリブデン鉱床は水長沢西本谷(水鉛沢左俣)の 

標高1,550m付近左岸斜面にある。巾約2 mの石英 

脈が約150mの長さで、等高線に沿って露出してレゝ 

る。頁岩接触部から花崗岩中にかけて胚胎されてレゝ 

る。石英脈中に断続して連なる晶洞があり、その中 

に径1〜2 cmの輝水鉛鉱の六角板彳犬の結晶が含まれ 

る。ほかに微細な輝水鉛鉱が石英中に散在する部分 

もあるが、全体的に不均質で、石英のみの部分のほ 

うが多レゝ。付近にはほかに低品位の鉱脈が2〜3本 

みられる。露天掘りしたほか、坑口が2〜3あり、 

一部坑道による抹掘も行なったとみられる。

10現況
稼行当時の施設等はほとんどなくなってレゝて、荒 

地になってvゝる。しかし訪れる人もほとんどレゝなレゝ 

ので、鉱脈は休止後そのまま残ってVゝる。

11文化財指定状況

未指定

12他の法令等による指定状況

平ヶ岳•白沢山西面県自然環境保全地域

13 土地所有者•形態

国有林

14 キーワード

モリブデン鉱床、輝水鉛鉱

15ランク

n
16その他

特になし

17参考文献

木崎喜雄•新井房夫,1955,奥利根地域鉱床概査 

報告,群馬県商工課,16p.

18記入者名

小林二三雄、飯島静男

19添付図表等

旧坑口とズリ



1コード番号

1008107

2 都道都県名

群馬

3名称

牛伏山衝上断層

4 所在地

群馬県藤岡市、多野郡吉井町、甘楽郡甘楽町、富 

岡市、甘楽郡下仁田町

5目標物からの方位•距離牛伏山南麓

6 2.5万分の1地形図 藤岡、上野吉井、下仁田

7 対象地面積lOknf

8 概説

鏑川から碓氷川流域にかけて広く分布する富岡層 

群(第三紀中新世)と、関東山地北縁の三波川結晶 

片岩類を境する断層を牛伏山衝上断層と言う。牛伏 

山衝上断層は藤岡市六本木から炉沢を通り、牛伏山 

南麓、甘楽町町谷、富岡市野上を経て下仁田町馬山 

へ至る東西21kmにおよぶ大断層である。衝上断層の 

性格を残してVゝるのは、東部の藤岡市から吉井町に 

かけての部分と、西部の富岡市野上付近で、甘楽町 

付近では東西方向の高角断層で切られてレゝて、衝上 

断層は見られなレゝ。断層は走向N70°W〜N80°E、 

傾斜角は〇 °〜40°Nを示す。藤岡市金井や富岡市野 

上では、三波川結晶片岩の上に富岡層群の岩体がク 

リッペを形成している。中央構造線の関東山地への 

延長が、牛伏山衝上断層と考えられる。関東地方の 

中央構造線は牛伏山衝上断層またはその北側を通っ 

ていると考えられている。

9 詳細説明8に同じ

10現況

断層の露頭の多くは、土木工事によって現れたも 

ので、工事終了と同時に、露頭はなくなってしまっ 

た。現在、残されてVゝる露頭は3ヶ所ほどである。

11文化財指定状況なし

12他の法令等による指定状況 不明

13 土地所有者•形態 不明

14 キーワード

衝上断層、断層破砕帯、断層粘土、クリッペ

15ランク m

16その他特になし

17参考文献

鏑川団体研究グループ,1985,関東山地北縁から

の牛伏山衝上断層(新称)の発見.地質雑,

91,375-377.

鏑川団体研究グループ,1990,関東山地北縁の跡 

倉衝上と牛伏山衝上の関係.地質雑,96, 

73-76.

18記入者名高橋武夫

19添付図表等

牛伏山衝上断層



1コ-ド番号

1008108

2 都道都県名

群馬,

3名称

奥利根の平行岩脈群

4 所在地

群馬県利根郡水上町藤原矢木沢ダム原石山

5目標物からの方位•距離

矢木沢ダムの北東約2.9km

6 2.5万分の1地形図
藤原

7 対象地面積

約4,000m2

8 概説

須田貝ダムより上流の利根川やその支流の植俣川 

流域には、花崗岩や奥利根中生層が広く分布してい 

る。これらを貫く三帯の流紋岩平行岩脈群が、南北, 

ないしは北北東一南南西に走っている。岩脈群の南 

端は湯ノ小屋温泉付近を東西に走る断層で切られ、 

北はシッケイガマワシ付近から更に北にのびてい 

る。三帯のうち西側の岩脈帯は、洞元湖の東部から 

奥利根湖の北部に、中央の帯は湯ノ小屋温泉の東か 

らシッケイガマワシに達している。東の岩脈帯は檜 

俣沢上流部をほぼ川に沿って走っている。岩脈帯の 

幅は数100 mから2.5km程度である。

9 詳細説明

一つの岩脈帯の中には、数10本の岩脈が、互いに 

並行して貫入している。岩脈は白色〜淡緑白色、無 

斑晶質の流紋岩である。一枚の岩脈の厚さは10m以 

下で、5〜7 mのものが最も多い。岩脈の中央部に 

は貫入面に直角に柱状節理が、周辺部には貫入面に 

平行に流状構造が発達している。流状構造はときに 

しゅう曲状に湾曲していることがある。産状の特徴 

は、岩脈が高い密度で平行に貫入していることで、 

岩脈帯の中央部でこの傾向が強い。中央部では岩脈 

と岩脈が互いに接していたり、岩脈の間にある花崗 

岩が岩脈より薄いため、花崗岩の方が岩脈のように 

見えたりすることがある。岩脈帯の周辺部では、岩 

脈と岩脈の間隔が次第に開く傾向がある。こうした 

産状が最も良く観察されるのは、利根川の支流千倉 

沢下流部にある、矢木沢ダムの原石山である。

檜俣川に露出する中央岩脈帯の流紋岩のK-Ar 

年代は、10.4Ma, 12.4Maである。

10現況
岩脈群は湯ノ小屋沢、檜俣川沿いにも露出してい 

たが、ダム湖や護岸工事によりほとんど観察できな 

くなった。

11文化財指定状況
なし

12他の法令等による指定状況

なし

13 土地所有者•形態

国有地

14 キーワード

平行岩脈群、流紋岩、矢木沢ダム、横俣川

15ランク

m

16その他

2.5万分の1地形図には、矢木沢ダムから湖岸に 

沿って原石山に達する道が書かれているが、実際には 

通行不能で、湖上を船で行く以外、交通の手段はない。

17参考文献

久保誠二,1990,奥利根の平行岩脈群.群馬県の 

貴重な自然地形•地質編.群馬県,128-129. 

吉川和男•久保誠二,1993,群馬県北東部檜俣川 

流域に分布する火成岩•火砕岩の放射年代. 

群馬大教育紀要_然科学編,41,35-51.

18記入者名
久保誠二

19添付図表等



平行岩脈群の分布

岩脈群



1コード番号

1008109

2 都道都県名

群馬,

3名称

下仁田のクリッペ群

4 所在地

群馬県甘楽郡下仁田町風口、青倉、吉崎、馬山

5目標物からの方位•距離

上信電鉄下仁田駅南方〜南西方

6 2.5万分の1地形図

下仁田、荒船山

7 対象地面積

25.5W

8 概説

下仁田町市街地の南方から南西方にかけてはすり 

鉢を伏せたような形の山々が連なる。これらは「下 

仁田の根なし山」と呼ばれており、地質学的には三 

波川結晶片岩の上に、顕著な衝上断層を境にして重 

なるクリッペ群である。クリッペを構成してレゝるの 

は、白亜系跡倉層の礫岩、砂岩、泥岩、砂岩泥岩互 

層と石英閃緑岩およびそれに伴うホルンフヱルスで 

ある。クリッペを構成している岩石がどこにあって、 

どのように移動したのかなど、地質学的には議論が 

多く、多くの研究者の研究対象となっている。

9 詳細説明

クリッペとなっている山は、東から大山、鎌抜山、 

岩山、御岳、大崩山、川井山、四ツ又山である。こ 

の内、川井山西方や岩山に露出する石英閃緑岩のK 

— Ar年代は25〇〜290Ma、四ツ又山の石英閃緑岩は 

105〜110Maと報告されている(高木ほか、1989) 〇 

跡倉層からはアンモナイト等の化石が発見されてい 

て、中生代白亜紀の地層であることが明らかになっ 

ている(新井ほか、1963)〇

クリッペを構成する岩体と基盤岩の三波川帯の緑 

色片岩とは、顕著な衝上断層で接している。観察で 

きる露頭は、大山、岩山、鎌抜山、大崩山等に見ら 

れ、その中でも下仁田町立青倉小学校東方の青倉川 

のものが、道路からも近く規模も大きくて、昔から 

有名である。また、この露頭の下流にはフェンスター

(地窓)も見られる。いずれの露頭でも、下盤の緑 

色片岩は激しく破砕されてフレイク状になり、上盤 

の跡倉層の砂岩や泥岩も引きちぎられたような破砕 

構造を示している。砂岩を鏡下で観察すると、砂粒 

が引き伸ばされ菱形に変形しているのがわかる。ク 

リッペを構成している岩体がどこからもたらされた 

ものかについては、いろいろな意見があり、様々な 

角度から検討され議論がなされている。この問題は 

日本列島の構造発達史に関わる問題で、今後も研究 

が続けられる課題である。

10現況
現在、岩山、御岳の北側にバイパス道路を建設中 

である。

11文化財指定状況

なし

12他の法令等による指定状況

不明

13 土地所有者•形態

不明

14 キーワード

クリッペ、三波川帯、跡倉層、石英閃緑岩

15ランク

IV

16その他

道路は全て三波川結晶片岩の中を通っているが、 

将来道路を西に延長する場合、大崩山を迂回するか、 

トンネルを掘るかになるであろう。いずれにしても、 

衝上断層に沿って工事を進めることになると考えら 

れる。その際は十分な学術調査ができるように要望 

したい。

17参考文献

新井房夫•端山好和•林信悟•細矢尚•井部 

弘,神沢憲治•木崎喜雄•金今照•高橋 

冽•高橋武夫•武井 朔•戸谷啓一郎•山下 

昇•吉羽興一,1963,群馬県下仁田町の跡倉 

礫岩を中心とする地質学的研究.地球科学,

64,18-31.

高木秀雄•柴田 賢•内海 茂•藤森秀彦,1989,

関東山地北縁部の花崗岩類のK-Ar年代. 

地質学雑誌,95, 369-38〇.

18記入者名



高橋武夫
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クリッペ群



1コード番号

1008110

2都道都県名

群馬•

3名称

平井の活断層

4 所在地

群馬県藤岡市

5目標物からの方位•距離

藤岡市の鮎川湖を通って北西一南東方向へ4 kmの 

地帯

6 2.5万分の1地形図

藤岡

7 対象地面積

0.8knf

8 概説

平井断層は関東山地北東縁の関東平野との境界地 

帯にある活断層群の一つとして、松田時彦(1974) 

によって命名報告された。藤岡市西平井中原から埼 

玉県美里町扮木まで、N60°Wの走向で約14kmにわ 

たっている。西部の中原から金井にかけては、河岸 

段丘面を切っており、北側隆起の変位が明瞭でその 

垂直変位量は上位段丘面で9.5m、下位段丘面で 

1.5mである。1997年に道路工事によって断層が露 

出し断層の活動の様子が観察された。

9 詳細説明

1997年の新設道路工事及び三名川の河道付け替え 

工事により、平井断層の露頭が2ヶ所に現れた。そ 

の一つは、藤岡市保美の保美貯水池東側である。こ 

の付近は標高16〇〜170mの段丘で、新第三紀の富岡 

層群の泥岩のエに砂礫層、細礫混じりの粘土層、B 

Pを挟む工部ローム層を乗せている。断層はこの段 

丘をN40°W、82°Nで切っている。断層面の北側(上 

盤)は泥岩で南側(下盤)の砂礫層のエに乗りエげ 

ており、逆断層である。断層面には厚さ5cmほどの 

黒褐色の断層粘土があり、砂礫層の礫は断層面に 

沿って引きずられた様子が観察できる。この露頭で 

は垂直変位量は測定できない。

もう一つの露頭は、保美貯水池の北西400mの三 

名川の河道付け替え工事現場である。崖は高さ約

10mの砂礫層である。川底から7 m付近には厚さ 

80cmの黄褐色のシルト層があり、その上部1mKB 

Bを含んだローム層やATがレンズ状にはさまれて 

いる。その上部はサラサラした砂礫層である。断層 

はBBおよびATの直上まで認められるが、最上部 

の砂礫層には及んでいない。断層に沿って礫の引き 

上げがあり、シルト層も折れて引きずり上げられて 

おり、川底では暗灰色泥岩も断層の下流側で見られ 

る。ここでも断層は逆断層で、シルト層のずれから、 

垂直変位量は約3mと推定される。横ずれについて 

は判断する資料がない。活動時期については,AT 

の堆積時期以後、完新世の砂礫層堆積前である。

10現況
工事終了と同時に、露頭はコンクリートに覆われ、 

現在は見ることは出来ない。ただ、保美貯水池東側 

の露頭は群馬県立自然史博物館がはぎ取り標本を 

作って保存している。

11文化財指定状況

なし

12他の法令等による指定状況

不明

13 土地所有者•形態

不明

14 キーワード

逆断層、BP、AT、断層粘土、活断層

15ランク

m

16その他

特になし

17参考文献

松田時彦,1974,東京付近の活断層について.東 

京直下型地震に関する研究(その1),東京 

防災会議,59-61.
関東平野北西縁断層帯に関する調査成果報告書,

1998,群馬県.

18記入者名

高橋武夫
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活断層の露頭



1 コード番号

1008111

2 都道都県名

群馬,

3名称

本宿層の陥没構造

4 所在地

群馬県甘楽郡南牧村星尾

5目標物からの方位.距離

星尾川、線ヶ滝の東方100m

6 2.5万分の1地形図

荒船山

7 対象地面積

110,000,000m2

8 概説

群馬と長野の県境にある荒船山の東側には、一辺 

約12kmの逆三角形の地域に、後期中新世〜鮮新世の 

火砕岩類からなる本宿層が分布する。2回の陥没に 

よる凹地に堆積した本宿層は下部と上部に2分さ 

れ、層厚は1,500mである。南牧村星尾では、陥没 

盆地の壁が露出する。

9 詳細説明

本宿層下部層は第1次陥没盆地内(直径10km、深 

さ500m)に堆積したもので、基盤の秩父層群•中 

生界内山層•中〜下部中新統などの形づくる高角を 

示す不整合面にたVゝしアバットしている。盆地辺縁 

部の巨礫を含む崖錐性の基底礫岩のほか、安山岩溶 

岩、凝灰角礫岩、火山礫凝灰岩、溶結凝灰岩などで 

構成されている。本層の火砕岩は一般に緑色変質し 

ている。本宿上部層は第1次陥没盆地中央部の第2 

次陥没域 値径3 km)から荒船山にかけて分布する。 

ガラス質安山岩、安山岩質溶岩、凝灰角礫岩、溶結 

凝灰岩などからなり、よく連続する厚さ2〇〜80mの 

湖成の泥質、細粒の凝灰岩層を2枚はさんでいる。 

上部湖成層からは植物、珪藻、昆虫、カエルなどの 

化石が発見される。南牧村星尾の陥没盆地の壁の露 

頭では、向かって左側は秩父中•古生層の粘板岩、 

右側は粘板岩の角礫、安山岩の岩片から安山岩質凝 

灰岩と変わる。

星尾川にかかる線ヶ滝は、中•古生層のチヤート 

中にできた東西性の断層崖にかかり、落差は25mあ 

る〇

10現況

陥没盆地の壁は、南牧村教育委員会によって保護 

され、案内板が設置されている。また、線ヶ滝は緻 

密で硬いチャートに懸かるので、川の浸食作用に強 

いため変化はない。

11文化財指定状況
未指定

12他の法令等による指定状況

不明

13 土地所有者•形態

不明

14キーワード

本宿層、秩父中•古生層、陥没盆地の壁、線ヶ滝 

15ランク

m

16その他

特になし

17参考文献

本宿団体研究グループ,1970,本宿グリーンタフ

層の層所序学的研究.地団研専報,16,1-12. 

18記入者名

中島啓治
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南牧村星尾大北の陥没盆地の崖



1コード番号

1008112

2都道都県名

群馬

3名称

宮室の逆転層と羽状割れ目

4所在地群馬県甘楽郡下仁田町大字宮室

5目標物からの方位•距離

宮室バス停から北へ約300 m

6 2.5万分の1地形図下仁田

7 対象地面積3,000m2

8 概説

宮室集落北方の南牧川にかかる万年橋の上•下流 

に、跡倉層と呼ばれる中生代白亜紀の地層が露出して 

いる。この地層は黒色の泥岩と灰色の砂岩が、それぞれ 

2〇〜40cmの厚さで互層をなしている。地層全体は断層 

によって細かく分断されているが、一部の地層で、それ 

を構成している砂岩にその砂粒の配列のようすから地 

層の逆転をうかがわせるものも見られる。また、層理面 

に羽状割れ目と呼ばれる特異な現象も見られる。

9 詳細説明

万年橋直下で右岸に露出している砂岩層の断面を 

詳細に調べてみると、単層の下部が粗い粒で上方に 

向かうほど細かい正常の級化を示している。ところ 

が、これより少し上流の右岸では、逆級化の認めら 

れる砂岩層が見られる。これは地層が逆転している 

ことを示している。この付近の跡倉層には、大小の 

断層が発達していて、数m〜数十mごとに地塊化し、 

これを単位として正常層と逆転層が接している。

このように複雑な構造をもつ跡倉層の中に羽状割 

れ目と呼ばれる現象も見られる。この現象が見られ 

るのは万年橋とその下流にかかる風口橋の間である。

羽状割れ目は「雁行れっか(割れ目)」ともいわ 

れる岩石にできる割れ目の一種で、形が鳥の羽に似 

るとか、雁の群れの飛ぶ形に似ていることなどから、 

このように名付けられている。割れ目につまってい 

る白い鉱物は方解石であるが、この形や並び方を解 

析することによって岩石に加えられた応力の方向が 

分かるとされている。

10現況

万年橋付近には、逆転層や羽状割れ目のほかに小 

断層や小褶曲もあって地質の野外学習の好適地と 

なってレゝる。

11文化財指定状況未指定

12他の法令等による指定状況 特になし

13 土地所有者•形態 不明

14 キーワード

逆転層、羽状割れ目、跡倉層、中生代

15ランク n

16その他特になし

17 参考文献

新井房夫ほか,1963,群馬県下仁田町の跡倉礫岩 

を中心とする地質学的研究.地球科学,64,

18-31.

木崎喜雄ほか,1977,群馬のおレゝたちをたずねて

(下)上毛新聞出版局.

18記入者名

森平利政

19添付図表等

羽状割れ目



1コード番号

1009113

2都道都県名

群馬 ‘

3名称

赤城火山山頂付近の火山地形

4 所在地

群馬県勢多郡赤城村、富士見村、宮城村、粕川村、 

新里村、黒保根村、利根郡利根村

5目標物からの方位•距離

県庁から北東へ20 km

6 2.5万分の1地形図

赤城山

7 対象地面積

約12knf

8 概説

赤城火山は古期成層火山前期•後期•新期成層火 

山前期•後期•中央火口丘期に五分される。山頂力 

ルデラが形成されたのは、新期成層火山後期と中央 

火口丘期の間である。ここで山頂部とは、主にカル 

デラ内を指すこととする。カルデラ内には、中央火 

ロ丘形成期の活動に関連した溶岩ドーム、湖成層、 

カルデラ湖などが分布してVゝる。

9 詳細説明

山頂部には東西3 km、南北4 kmの小型カルデラが 

ある。成因の詳細は不明であるが、重力異常からみ 

ても、単純に陥没とは考え難レゝ。外輪山の北東部に 

聳える黒桧山(1827.6m)は、赤城山の最高峰であ 

る。カルデラの形成は湯ノ口降下軽石層、ガラン石 

質火砕流が噴出した4.6万年前頃と推定される。

カルデラ内の小沼の南、粕川の源流付近には、比 

較的平坦な面が広がってレゝる。これはカルデラ湖で 

あるオトギの森湖の堆積面である。粕川のえぐった 

ガリー状の谷には、オトギの森湖成層が露出してお 

り、小沼降下火山礫層、始良•丹沢火山灰層(2.5 

万年前)がはさまれてVゝる。湖が消滅したのは、テ 

フラから1万年前と推定されてVゝる。

カルデラ内にはデイサイト質溶岩よりなる3つの 

中央火口丘がある。3.2万年前には鹿沼降下軽石の 

噴出に引き続き、小沼ドームが誕生した。溶岩の一 

部は東側で外輪山を越えて、カルデラ外に溢れてい 

る。小沼ドームの山頂に起こった爆発は爆裂火口を 

つくり、その底に小沼が誕生した。径0.3kmのほぼ 

円形の火口湖である。そのため小沼ドームは溶岩 

ドームの原形を失ってVゝる。その後地蔵岳溶岩ドー 

ム、見晴山溶岩ドームが誕生した。地蔵岳は標高 

1673.9m、基底の径1.5km、比局400爪で、山頂部に 

南北方向の平坦面が見られる。見晴山は地蔵岳の北 

にあり、標高1458mの、山頂部が比較的平坦な溶岩 

ドームである。これらの溶岩ドームの誕生で、カル 

デラ湖はオトギの森湖、新坂平湖、古大沼の三つに 

分裂した。白樺牧場付近の平坦面は、新坂平湖成層 

の堆積面で、ここには典型的な湖成層が露出してレゝ 

る。古大沼は大沼として残されてVゝるが、かつては 

水位が標高1390m付近まであったと考えられ、ほぼ 

この高さに、湖側に傾レゝた湖岸段丘面が観察される。 

覚満渕は長さ1000m、幅500mの湿原で、古大沼の 

名残りである可能性が高い。

小沼と地蔵岳の間には径30 mほどの血の池火口が 

あり、雨の多い季節には水をたたえている。活動時 

期は不明である。

10現況
観光地化している。

11文化財指定状況

なし

12他の法令等による指定状況

赤城火山地蔵岳(中央火口丘)からの展望



13 土地所有者•形態

不明

14 キーワード

地蔵岳、小沼、見晴山、大沼、オトギの森湖、新

坂平湖、赤城火山

15ランク

16その他

特になし

17参考文献

Koga Shuichiro, 1984, Geology and petrology of

Akagi volcano, Gunma Prefecture, Japan. Sci. 

Rep. Inst. Geosci. Univ. Tsukuba, sec. B, 5, 

1-67.

竹本弘幸,1998,赤城火山.関東•甲信越の火山. 

築地書館,52-73.

守屋以智雄,1968,赤城火山の地形および地質. 

前橋営林局,53p.

守屋以智雄,1993,赤城火山の生い立ちと将来の 

噴火.火山灰考古学,古今書院,173-193. 

18記入者名

菅野重也、久保誠二
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1コード番号

1009114

2都道都県名

群馬’

3名称

吾妻火砕流の露頭

4 所在地

群馬県吾妻郡蠕恋村黒豆河原

5目標物からの方位•距離

東大火山観測所から北北東に約3.5km

黒豆河原駐車場東200 m

6 2.5万分の1地形図

北軽井沢

7 対象地面積

10,000km

8 概説

黒豆河原の大部分は、昭和40年代の後半、または 

50年代の前半に、建設業者がブルドーザーで地なら 

しを行ってVゝる。したがってこの地域の吾妻火砕流 

の堆積面は殆ど残ってVゝなVゝ。ここに取り上げた地 

域は、吾妻火砕流と、それ以前の堆積物が観察され 

る貴重な露頭である。

9 詳細説明

鬼押ハイウェーイの黒豆河原駐車場南東の片蓋川 

の崖には、天明3年に噴出した吾妻火砕流が露出し 

ている。全体的に灰黒色であるが、上部20cmは酸化 

して赤色に変色している。全体の厚さは約2 mで柱 

状節理が発達している。この火砕流は灰黒色の基質 

中に最大20cmの黒色安山岩礫が含まれており、堆積 

物は溶結している。吾妻火砕流の直下には吾妻火砕 

流流出前に噴出したA軽石層があり、10cmの黒色土 

を挟んだ下にはA’軽石が見られる。さらにその下 

に20cmほどの火山灰土があり、下方へ厚さ1.5mの 

B’軽石、追分火砕流と続いている。

1〇現況
片蓋川の下流部では河川整備が行われてレゝる。 

11文化財指定状況

特になし

12他の法令等による指定状況

上信越高原国立公園

13 土地所有者•形態

不明

14 キーワード

天明の噴火、吾妻火砕流、A軽石

15ランク

m

16その他

片蓋川の下流部では河川整備が行われてしゝる。こ 

れが上流に及ぶと、露頭が消失する恐れがある。 

17参考文献
荒牧重雄,1968,浅間火山の地質.地団研専報,

14, 45p.

高橋正樹,1998,浅間火山.関東•甲信越の火山

I,築地書館,93-118.

早川由紀夫,1995,浅間火山の地質見学案内.地 

学雑誌,104, 561-571.

18記入者名

佐藤成夫、久保誠二
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吾妻火砕流の露頭



1コード番号

1009115

2都道都県名

群馬

3名称

浅間山の鬼押出し溶岩

4 所在地

群馬県吾妻郡嬌恋村、長野原町

5目標物からの方位•距離

浅間山頂から、その北6 kmまで

6 2.5万分の1地形図

北軽井沢

7 対象地面積

6.8km

8 概説

鬼押出し溶岩は、天明3年に起こった一連の活動 

の最後に、釜山火口から北に流出した溶岩である。

9 詳細説明

溶岩の水平方向の長さは最大5.5km、幅は最大

1.5km、厚さは先端部で50mに達する。面積は6.8knf、 

平均の厚さを25mとすると、体積は0.17km3である。 

溶岩は黒色多孔質で、かんらん石含有しそ輝石普通 

輝石安山岩である。

溶岩流には、上•中流部の東西両縁に、巨大な自 

然堤防が観察される。また、表面には溶岩しわが見 

られる。谷や尾根の一部にはクレバスが発達してい 

る。表面の微地形は図、及び下記のように、4つの 

型に分類される。これらは連続的に変化する。

(1) クリンカー型 最も平滑な表面で、全面が溶結 

したクリンカーで覆われる。

(2) 割れ目型(スラブ型)平行なクレバスと板状 

部の集合からなる。表面は粗い刺のあるアア面か 

らなる。西縁の上•中流部、および東縁の中流部 

に発達する。

(3) 破砕型 数m〜100mの岩塊が積み重なってい 

る。最も面積が広い。

(4) 塊状型(ブロック型)固結した溶岩が破砕し 

て形成されたブロックの集合。主として流れの末 

端部に崖錐状に生ずる。

鬼押出し溶岩は流出時代が比較的新しく、流出当

時の微地形が良く保存されており、学術的、景観 

的価値が大きVゝ。

10現況
一部に観察施設が建設されているが、それ以外は 

地形が急峻なため、人の出入りはほとんどない。

11文化財指定状況

なし

12他の法令等による指定状況

なし

13 土地所有者•形態

不明

14 キーワード

鬼押出し,天明の噴火,溶岩流

15ランク

IV

16その他

特になし

17参考文献

荒牧重雄,1968,浅間火山の地質.地団研専報,

14,45p.

高橋正樹•小林哲夫編,1998,関東•甲信越の火 

山I,築地書館、166p.

早川由紀夫,1995,浅間火山の地質見学案内.地

学雑誌,104, 561-574.

18記入者名

佐藤成夫、久保誠二
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表面地形の四つの型の関係を示す

鬼押出溶岩





1コード番号

1009116

2 都道都県名

群馬

3名称

浅間山溶岩樹型

4 所在地

群馬県吾妻郡孀恋村

5目標物からの方位•距離

浅間園から北西に約1km

6 2.5万分の1地形図

北軽井沢

7 対象地面積

3,000m2

8 概説

溶岩樹型は、立木が流れてきた溶岩にのみこまれ 

て、樹木の型がそのまま空洞になって残されたもの 

である。木部は燃焼したり炭化したりして、現在で 

はほとんど失われてレゝる。特別天然記念物に指定さ 

れてVゝる溶岩樹型は、溶岩中に形成されたものでは 

なく、火砕流に埋もれた樹木が起源である。そのた 

め溶岩樹型と区別して、樹型と呼ぶ場合がある。こ 

の報告では「樹型」を用レゝる。

9 詳細説明

天明三年(1783)、鬼押出し溶岩が流出した前日、 

吾妻火砕流が発生し、これによって林が埋もれて形 

成されたものである。吾妻火砕流堆積物は灰黒色や 

茶褐色を呈し、大小の岩塊や火山灰よりなっていて、 

薄いものでも溶結している場合が多い。樹型は植生 

におおわれた地表に、大小の穴として残されている。 

穴の多くは円に近い楕円で、長径はlm以下のもの 

が大部分であるが、中には2 mを越えるものもある。 

穴はほぼ垂直で、深さは殆どが50cm～ 3 mである。 

樹型の数は昭和49年度に蠕恋村教育委員会が行った 

調査で、468個が確認されている。一般に火砕流は 

高速で流下するため、流路にあたる樹木はなぎ倒さ 

れ寸断されて、流れに巻き込まれてしまうことが多 

い。林が立木のまま樹型となって残るのは、火砕流 

の末端部などで、流速が小さかった部分である。天 

然記念物に指定されている樹型は、吾妻火砕流の末 

端に位置し、このような条件に合ってレゝる。

日本各地に火砕流堆積物は数多く見られるが、そ 

の中に樹型が残されていることは少なく、藤原地区 

の樹型は希少価値が高く、また、火砕流災害を研究 

する上でも重要である。

10現況

指定地の一部、及び周囲が別荘地帯で、昭和47建 

物新築等のために現状変更許可がだされ、また、昭 

和49年に別荘建築が許可されている。そのため建築 

の際などに、一部の樹型が破壊されたと言われてい 

る。村が樹型分布地域の一部を取得して保護•管理 

に努力しているが、未取得地での破壊が懸念されて 

る〇

11文化財指定状況

国指定特別天然記念物520329

12他の法令等による指定状況

不明

13 土地所有者•形態

村有地•私有地

14 キーワード

溶岩樹型•樹型•吾妻火砕流

15ランク

IV

16その他

特になし

17 参考文献

荒牧重雄,1968,浅間火山の地質.地団研専報,14, 

45p.

蠕恋村教育委員会,1975,浅間山溶岩樹型保存管

理計画書.

早川由紀夫,1995,浅間火山の地質見学案内.地

学雑誌,104, 561-571.

18記入者名

佐藤成夫、久保誠二
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溶岩樹型



1コード番号

1009117

2都道都県名

群馬

3名称

四阿山

4 所在地

群馬県吾妻郡蠕恋村

5目標物からの方位•距離

糯恋村三原地域から西へ約13 km

6 2.5万分の1地形図

四阿山

7 対象地面積

9 km

8 概説

群馬県と長野県にかかる、標高2333mの複式火山 

で、カルデラ、複数の側火山、および爆裂火口をもっ 

ている。

9 詳細説明

二期に分かれて活動した成層火山である。頂上に 

直径約3 kmのほぼ円形の爆発カルデラがあり、主峰 

の四阿山(2332.9m)、根子岳(2127.9m)、浦會岳 

(2090m)、米子奇妙山(1623.9m)は外輪山である。 

池の平は中央火口丘で溶岩円頂丘である。また、側 

火山として茨木山(1619m)、赤川山(1662m)的 

岩山(1746m)がある。外輪山の外縁部には、7つ 

以上の爆裂火口が知られている。的岩山と四阿山の 

間には、北北東一南南西方向の岩脈が分布しており、 

屛風岩と呼ばれている。幅2〜4 m、高さ最高15m 

で、およそ400mにわたって露出している。これは 

国により天然記念物に指定されている。茨木山と四 

阿山の間には「鬼岩」と呼ばれる岩脈が分布してい 

る。幅2〜3m、高さ5mで、長さ50mである。い 

ずれにも、壁面に直角に柱状節理が発達している。 

これらの岩脈は、淡黒色多孔質のかんらん石含有し 

そ輝石普通輝石安山岩よりなる。

異なった4種類の溶岩によるK-Ar放射年代は、 

0.46.0.65.0.68.0.75Maと測定されている。

10現況
自然状態が比較的良く保存されている。

11文化財指定状況

国指定天然記念物(位置は長野県に属する)

340210

12他の法令等による指定状況

不明

13 土地所有者•形態

不明

14 キーワード

的岩山、四阿山、岩脈、火山

15 ランク m

16その他

特になし

17参考文献

塩野入忠雄,1983,菅平高原地方の地質一四阿火 

山•烏帽子火山群一.銀 河書房,89p.

蠕恋村誌編集委員会,1977,蠕恋村誌上卷.蠕恋 

村役場,1154p.

山岸猪久馬,1988,日本の地質4中部地方I,

共立出版,204.

18記入者名

佐藤成夫、久保誠二
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四阿山



1コード番号

1009118

2都道都県名

群馬

3名称

鬼岩

4 所在地

群馬県吾妻郡孀恋村干俣(四阿山登山道)

5目標物からの方位•距離

四阿山頂より東南東約1.5km

6 2.5万分の1地形図

四阿山

7 対象地面積

約400 m2

8 概説

四阿火山の茨木山から山頂に至る稜線上にある岩 

脈である。周囲の岩石より固かったために浸食され 

ずに残った屛風状の岩体である。

9 詳細説明

茨木山から山頂に至る稜線上、標高1,930m付近 

に位置する。鬼岩はほぼ垂直に幅4 ～ 6 m高さ14〜 

20mの屛風状の岩体が約WOm続レゝてレゝる。岩脈の 

方向は、N52Wであり、山頂に向かって延びる稜線 

の方向とほぼ一致する。岩石は、両輝石安山岩であ 

り、柱^!犬節理がよく発達してレゝる。

四阿火山には、鬼石の他に鳥居峠からの登山道沿 

レゝに的岩と呼ばれる岩脈がある。

10現況

鬼岩は、バラギ湖畔の青少年野外活動センターか 

ら茨木山を経て四阿山山頂に至るハイキングコース 

脇にあり、夏はハイカーで賑わう。また、登山道に 

蠕恋村指定天然記念物の表示柱も建てられている。 

岩脈の東側は崩壊がすすんでいるが、現在の状況 

は、ほとんど変化が見られない。

11文化財指定状況

村指定天然記念物760608

12他の法令等による指定状況

上信越高原国立公園特別保護地域

13 土地所有者•形態

国有地

14 キーワード

岩脈、四阿火山

15ランク

I

16その他

青少年野外活動センターから茨木山までは、約 

2.5km、1時間半の道のりである。茨木山から鬼岩 

までは、尾根沿い.に展望を楽しみながら、約2 kmで 

ある〇

17参考文献

太田良平•片田正人(1955)5万分の1地質図

須坂.

18記入者名

黒岩俊明
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鬼

岩



1コード番号

1009119

2都道都県名

群馬

3名称

鎌原岩塊

4所在地群馬県吾妻郡蠕恋村細原

5目標物からの方位•距離

浅間園の南約3 km

6 2.5万分の1地形図北軽井沢

7 対象地面積 4 km

8 概説

蠕恋村細原の浅間白根火山ルート沿Vゝには、径 

3 m〜30mの巨大な岩塊が多数散在する。これは天 

明3年8月5日の噴火に関連して運搬されたもので 

ある〇

9 詳細説明

岩塊は現在108個が確認されてVゝる。これを鎌原 

岩塊とVゝう。灰黒色で長軸に直角な特有の割れ目が 

発達してレゝる。表面には1cm前後の急冷層が形成さ 

れてVゝる。岩塊の成因については2つの説がある。

(1) 岩塊が高温の熱雲を伴いながら、前掛山の北斜 

面を高速で流下した。

(2) 強い地震のため鬼押出し溶岩が崩壊し、溶岩内 

部の高温高圧部が急激に減圧され熱雲が発生し 

た。岩塊はその時放出され流下したものである。 

いずれにしてもこの岩塊は、「鎌原火砕流」がど

のようなメカニズムで発生したかを知る上で重要で 

ある〇

10現況
別荘やレジャー施設が建設され、岩塊も少なく 

なっている。

11文化財指定状況未指定

12他の法令等による指定状況不明

13 土地所有者•形態 不明

14 キーワード

天明の噴火、鎌原岩塊、熱雲、浅間火山

15ランク m

16その他特になし

17参考文献

荒牧重雄,1993,浅間天明の噴火の推移と問題点. 

火山灰考古学,古今書院,83-11〇.

高橋正樹,1998,浅間火山.関東甲信越の火山I, 

築地書館,93-118.

早川由紀夫,1995,浅間火山の地質見学案内.地 

学雑誌,104, 561-571.

鈴木健夫•津久井雅夫•荒牧重雄,1996,鎌原火
砕流本質岩塊の総量と粒度組成.文部省科学 

研究費自然災害特別研究「火山噴火に伴う乾 

燥粉体流(火砕流等)の特質と災害」報告書. 

18記入者名

佐藤成夫、久保誠二
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鎌原岩塊



1コード番号

1009120

2都道都県名

群馬 ,

3名称

子持火山の火山岩頸•放射状岩脈• 

環状岩脈

4 所在地

群馬県群馬郡子持村、沼田市、吾妻郡高山村、北 

群馬郡小野上村

5目標物からの方位•距離

J R上越線敷島駅北西5.7kmを中心とした地域

6 2.5万分の1地形図

沼田,鯉沢,上野中山,金井

7 対象地面積

約 4.7knf

8 概説

子持火山は更新世前期に活動した火山で、成層火 

山、カルデラ、溶岩円頂丘の中央火口丘よりなる。 

現山頂は中央火口丘にあたる。山体の南、および北 

東には岩屑なだれ•泥流による扇状地状地形が発達 

している。標高は1296m,楕円形の基底の径は9 km 

X7.5kmである。浸食がすすみ、深いV字谷が発達し、 

火山の内部構造の観察に適している。

9 詳細説明

火山岩頸：火山岩頸はその形から、獅子岩、また 

は大黒岩と呼ばれ、山頂の南約900mの地点に塔^犬に 

そびえている。基底は直径約150mの円形に近く、斜 

面から約100m突出した安山岩の岩体である。主体は 

優白色の両輝石安山岩であるが、火道壁には、かつ 

て火道壁を構成していた、各種の安山岩が付着して 

いる。火山岩頸の周囲には、火山岩頸以前の火口湖 

堆積物と考えられる成層した凝灰角礫岩が分布して 

いる。凝灰角礫岩の分布から、当時の火道の大きさは、 

北西一南東約300m、北東_南西約200mの楕円形で 

あったと推定される。火山岩頸はその南東端にある。 

放射状岩脈：放射状岩脈は大黒岩を中心に分布し 

ており、その多くは山体南の唐沢で観察される。岩 

脈の厚さは1〜7 mが大部分で、3〜5 mのものが 

最も多い。産状は、岩脈の周囲の山体が浸食され、 

屛風状に、あるVゝは塔状にそびえ立ってVゝるもの、 

やせ尾根を形成してVゝるもの、山腹に断面だけを見 

せてレゝるものなどがある。大部分の岩脈は垂直に貫 

入してレゝるが、中には60°〜80°で傾斜してレゝたり、 

多少湾曲してレゝるものもある。岩脈の水平断面は、 

巨視的には直線であるが、多少不規則に湾曲してVゝ 

るのが一般である。ときには直角に折れ曲がってVゝ 

ることもある。

環状岩脈：岩脈中には大黒岩方向に対して60°〜 

90°で斜交し、山麓方向に70°〜80°で傾斜してレゝる 

ものが観察される。これは環状岩脈である。環状岩 

脈は数が少なVゝ。

岩脈は約160本発見されてVゝる。岩脈構成岩はす 

ベて安山岩であるが、岩質は同一ではなく、数種類 

に分類される。

10現況
登山道で観察できる岩脈はごく 一部で、大部分は 

接近が困難であるため、自然の状態がよく保存され 

てレゝる。登山道に沿った岩脈の一部には、子持村に 

よって説明板が建てられてvゝる。ただし、大黒岩、 

および屛風岩には、ロッククライミングに使用した 

ハーケンが、岩壁に多く残されている。

11文化財指定状況

獅子岩が子持村名勝天然記念物(860506)、放射 

状岩脈の一つである屛風岩が同じく子持村名勝天然 

記念物(860506)に指定されている。

12他の法令等による指定状況

なし

13 土地所有者•形態

国有地および私有地

14 キーワード

火山岩頸、大黒岩、放射状岩脈、環状岩脈、子持 

火山

15 ランクIV

16その他

火山の内部構造観察にも適している。

17参考文献

久保誠二•新井房夫,1964,子持火山の地質一特 

に放射状岩脈について一.群馬大紀要,自然 

科学,12,9-3〇.

久保誠二,1986,地質.子持村誌,子持村,4 —13〇.



飯塚羲之,1996,子持火山の地質と活動年代.岩

鉱,73-85.

18記入者名

久保誠二

19添付図表等

放射状岩脈(右)と環状岩脈(左)

火山岩頸(大黒岩)

岩脈の分布



1コード番号

1009121

2 都道都県名

群馬 ,

3名称

西の河原

4 所在地

群馬県吾妻郡草津町

5目標物からの方位•距離

草津温泉街湯畑の西北西約700 m

6 2.5万分の1地形図

上野草津

7 対象地面積

20,000m2

8 概説

本地域は、吾妻川支流の湯川の最上流部にあたる。 

草津白根の基盤岩類である西の河原凝灰角礫岩が湯 

川に沿って分布している地域である。西の河原凝灰 

角礫岩は、基質と礫の量比がほぼ1:1、礫種は種々 

の安山岩であり、基質と共に変質作用を受けて白色 

を呈していることが多い。

湯川は、名前のとおり河川水が高温で、草津市街 

地の東端にある旧群馬大学分院前の地点での水温測 

定結果でも、40度前後の値を示している。河川水中 

には、Na • K • Ca等の他、SO4 • H2SiO3等が大量に 

含まれていて、PH値はほぼ2前後の強酸性である。 

草津温泉水の薬効を明らかにした、故ベルツ博士 

の胸像が建てられていて、地元民が草津温泉を大切 

にしていることが推察できる。

9 詳細説明

8に同じ

10現況
高温の河川水を利用して、露天風呂が設置され、 

これに伴い土産物店等もでき、西の河原公園として 

地元民•観光客に親しまれている。整備状況は良好 

である。

11文化財指定状況

なし

12他の法令等による指定状況

上信越高原国立公園

13 土地所有者•形態

不明

14 キーワード

西の河原凝灰角礫岩、基盤、強酸性、PH値

15ランク

IV

16その他

特になし

17参考文献

早川由紀夫,1983,草津白根火山の地質.地質学 

雑誌,89, 511-525.

小坂丈予,1984,草津温泉誌 _然•科学編,

202-232.

18記入者名
角田寛子、板會美知久

19添付図表等

西の河原



1コード番号

1009122

2都道都県名

群馬

3名称

白根山頂の火口群

4 所在地

群馬県吾妻郡草津町

5目標物からの方位•距離

草津町役場から北西へ5.5 km

6 2.5万分の1地形図

上野草津

7 対象地面積

3,000,000m2

8 概説

草津白根山の山頂部には、白根山と本白根山の2 

峰があり、この両峰の付近には30を越える火口があ 

る。火口は円形の凹地となっており、そこに水が溜 

まり池になってVゝるものもある。

草津白根火山の最初期の活動は今から約200万年 

前頃に、現在の本白根山あたりを中心として起きた。 

その後、溶岩流や火砕流を噴出する活動を繰り返し 

た。新期火山活動は、約1万年前と考えられ南北に 

並ぶ3つの火砕丘群が形成された(本白根•白根各 

複合火砕丘と逢ノ峯火砕丘)。その後、草津白根火 

山の活動は、弓池から白根火砕丘にかけての地域に 

限られるようになり、水蒸気爆発によって、大小の 

爆発火口が形成された。この活動は、現在まで続い 

.ている。

多くの爆発火口の中で、よく知られているのは、 

白根山頂の湯釜、水釜、涸釜である。湯釜は直径約 

250mで、周囲はほとんど垂直な崖になっている。 

1982年10月、湯釜及び涸釜の西壁で小爆発があり、 

12月の水蒸気爆発では噴煙が700mまで上昇し北東 

約400 kmまで降灰した。また最大径40cmの大小の岩 

塊を放出した。

逢ノ峰北西の弓池、本白根山の鏡池も爆発火口で 

ある。

9 詳細説明

8に同じ

10現況
白根火砕丘のすぐ近くを自動車道が通ってレゝる。 

白根山頂へは整備された遊歩道があり、湯釜の火口 

壁まで多くの観光客が訪れてvゝる。

11文化財指定状況
未指定

12他の法令等による指定状況

上信越高原国立公園

13 土地所有者•形態

国

14 キーワード

湯釜、水釜、涸釜、水蒸気爆発、白根火山

15ランク m

16その他

特になし

17参考文献
宇都浩三•早川由紀夫•荒牧重雄•小坂丈予,

1983,草津白根火山地質図.地質調査所.

18記入者名

飯島恭江

19添付図表等

宇都浩三他(1983)

湯釜



1 コード番号

1009123

2 都道都県名

群馬,

3名称

殺生河原

4 所在地

群馬県吾妻郡草津町

5目標物からの方位•距離

白根火山ロ-プウェー山麓駅周辺

6 2.5万分の1地形図

上野草津

7 対象地面積

40,000 m2

8 概説

本地域一*帯は、白根火山の新期溶岩である殺生溶 

岩に覆われている。本溶岩は、嬌恋降下軽石層を覆っ 

ていることが確認されているので、噴出年代は 

13000年前より新しいとされている。

本地域は、火山ガスの噴出地帯にあたり、ガスに 

よる岩石の脱色作用が進んでいる。

噴出する火山ガスは、調査実施の時期により測定 

値の変動はあるものの、水蒸気が容積で9〇%〜99% 

を占める。水蒸気以外の組成では、H2Sが少ないと 

きで20%弱、多いときには50%近くにまで達する。

H2S以外ではC02が大部分を占める。

H2Sガスにより、付近を歩く小動物や飛ぶ鳥など 

が、生命を絶たれることが多々あるため、「殺生」 

の命名がなされたという。

9 詳細説明

8に同じ

10現況

硫化水素ガス流出による人身事故が相次いだ後、 

ガス噴出ロに近い地域は、立入禁止となっている。 

自動車道路沿いにあり、一般には道路脇あるいは車 

窓からの見学がなされている。

11文化財指定状況

なし

12他の法令等による指定状況

上信越高原国立公園

13 土地所有者•形態

14 キーワード

殺生溶岩、H2S、嬌恋降下軽石層、白根火山

15ランク

IV

16その他

特になし

17参考文献

早川由紀夫,1983,草津白根火山の地質.地質学 

雑誌,89, 511-525.

小坂丈予,1984,草津温泉誌自然•科学編,

99-172.

18記入者名

角田寛子、板會美知久

19添付図表等

殺生河原



1コード番号

1009124

2都道都県名

群馬

3名称

棚下火砕流の崖

4 所在地

群馬県勢多郡赤城村

5目標物からの方位•距離

津久田駅から北方へ2.5km

6 2.5万分の1地形図

鯉沢、沼田

7 対象地面積

3 km

8 概説

赤城火山新期成層火山形成期の前期、および後期 

に活動した数枚の火砕流が、高さおよそ150mの絶 

壁をつくってVゝる。

9 詳細説明

棚下の崖は、数枚の異なった火砕流堆積物が重 

なっており、あるものは谷を埋積してる。崖の南端 

付近に棚下不動尊があり、火砕流の崖に雄滝と呼ば 

れる滝がかかっている。この北側には雌滝がある。 

この付近では、1.4〇〜1.45Maの綾戸溶岩を不整合 

に被い、下位から上位へ多少の時間間隙を置きなが 

ら、不動礫層、不動火砕流、降下軽石、棚下火砕流、 

藤木火砕流、川額火砕流の順に堆積している。

不動礫層は1〜18mで、下部は巨礫を多く含み、 

上部は中礫程度の礫よりなる。礫は95%が安山岩で 

ある。不動火砕流は5〜20cmの角礫を多量に含み、 

軽石は少ない。

崖の上部三分の二を占める、柱状節理の発達して 

いる部分が棚下火砕流である。多量の白色軽石を含 

み、弱く溶結している。下部には炭化した木片が多 

く含まれている。

藤木火砕流は白色軽石を多量に含んでいる。特に 

50cmを越える発泡の良い大型軽石を含むのが特徴 

で、径70cmに及ぶものが見られる。棚下の崖では棚 

下火砕流の上位で樹木の茂って露頭の見られない部 

分がこれにあたる。雄滝の上流部の谷に露出してお 

り、下部に炭化木が含まれる。川額火砕流は青灰色 

安山岩角礫と同質火山灰を特徴とする石質火砕流で 

ある。これらの火砕流は7万年前から12万年前の間 

賁出したと推定され、赤城火山の活動を知る上で重 

要であるとともに、柱状節理の発達した特殊な景観 

も保存に値する。

10現況

殆ど垂直な崖であり、大小の崩壊が断続してしゝる。 

棚下不動までは、参道が整備されてVゝる。

11文化財指定状況

なし

12他の法令等による指定状況

なし

13 土地所有者•形態

不明

14 キーワード

棚下火砕流、棚下不動、棚下の崖

15ランク

n
16その他

特になし

棚下の崖はJR上越線の車窓や国道17号線からも 

見ることができ、火砕流堆積物を容易に観察できる 

場所である。

17参考文献

守屋以智雄、1968、赤城火山の地形および地質. 

前橋営林局,53p.

Koga S.,1984, Geology and petrology of Akagi 

volcano, Gunma Prefecture, lap an. Sci. Rep. 

Inst. Geosci. Univ. Tsukuba, sec. B, 5,1-67.

竹本弘幸,1998,利根川水系片品川流域の地形発 

達史一赤城火山の活動とその影響について 

-.地理学評論,71A, 783-804.

18記入者名

菅野重也、久保誠二

19添付図表等



棚下の崖



1コ-ド番号

1009125

2都道都県名

群馬

3名称

角落山岩体

4所在地

群馬県群馬郡倉渕村大字水沼

5目標物からの方位•距離

6 2.5万分の1地形図

浅間隠山、軽井沢

7 対象地面積

2,500m2

8 概説

角落山は烏川の支流、相間川の上流に位置する標 

高1393 mの独立峰である。

高崎市や前橋市から西を眺めると、上信国境の 

山々のシルエットのなかに、短い牛の角状に飛び出 

た形の山がある。これが角落山である。

角落山を構成する岩石は、斜長石の斑晶が目立つ 

ガラス質の複輝石安山岩である。周囲には溶岩、凝 

灰角礫岩などが分布し、その中に垂直の接触面を 

もって産出する。角落山を構成する安山岩体は溶岩 

円頂丘ないし火山岩尖である。

角落山およびその周辺は開析された火山地形が残 

存しており、火山を研究するうえで意羲ある地域で 

ある〇

9 詳細説明

8に同じ

10現況

不明

11文化財指定状況

未指定

12他の法令等による指定状況

不明

13 土地所有者•形態

国有林

14 キーワード

独立峰、倉淵村、溶岩円頂丘

15ランク

I

16その他

特になし

17参考文献

秋間団体研究グループ,1975,群馬県烏川支流,

相間川流域の地質.地球科学,29, 4,166-176. 

18記入者名

山岸勝治、佐藤成夫

19添付図表等

角落山



1 コード番号1009126

2都道都県名群馬

3名称

日光白根山

4 所在地群馬県利根郡片品村

5目標物からの方位•距離

菅沼キャンプ村入り口より南2.5km

6 2.5万分の1地形図男体山、丸沼

7 対象地面積16km

8 概説

栃木県との境、日光火山群の北西端に位置してい 

る。日光火山群の中ではもっとも若い火山で、過去 

10数回の噴火による溶岩流の分布や、溶岩堤防、溶 

岩じわなどの表面微地形を明瞭に残している。

山頂溶岩は比高300mの溶岩ドームだが、標高の 

高い基盤上に噴出しているため、北関東以北での最 

高峰(2578m)となっている。

9詳細説明

丸沼溶岩、菅沼溶岩など最新期の溶岩はカンラン 

石石英普通輝石普通角閃石斜方輝石安山岩とされて 

いるが、特徴的なのはすべての溶岩がマフィック(苦 

鉄質)包有物を含んでいる。このことについて最新 

の地震学的解析によると、日光白根火山下のマグマ 

供給システムは、起源の異なる流紋岩質マグマと玄 

武岩質マグマが噴出中心直下のマグマ溜り内で会合 

し、そこで一部混合するとともに、噴出時に火道内 

で混合して安山岩質マグマを形成したと考えられて 

いる。このような「2液混合」型火山下におけるマ 

グマ供給システムの解明については、先駆的なモデ 

ルとなる可能性を備えている。

10現況

最新の噴火は1889〜90年で、1952年には噴煙、鳴 

動が観測されている。

11文化財指定状況未指定

12他の法令等による指定状況

日光国立公園

13 土地所有者•形態 不明

14 キーワード

溶岩流、溶岩堤防、溶岩じわ、苦鉄質包有岩、シ 

ラネアオイ、立ち枯れ、火山

15ランクIV

16その他

酸性雨や酸性霧が山麓の樹木を枯らしたとされて 

いる。最近では南東面だけでなく広範囲に立ち枯れ 

が広がっている。このままでは土壌が流され崩落の 

危険があると言えよう。

17参考文献

高橋正樹•小林哲夫編,1998,フィールドガイド 

日本の火山①「関東甲信越の火山I」,築地 

書館.

高橋正樹•小堀容子•矢島有紀子,1994,日光白 

根火山下マグマ供給システムの岩石学的モデ 

ル,月刊地球,17,113-119.

佐々木実•橋野 剛•村上 浩,1993,日光火山 

群,日光白根火山および三ツ岳火山の地質と 

岩石,1993, Sci. Rep. Hirosaki Univ. 40, 

101-117.

18記入者名竹中章夫

19添付図表等

日光白根山



1コード番号

1009127

2都道都県名

群馬

3名称

榛名山山頂付近の火山地形と放 

射状岩脈

4 所在地

群馬県北群馬郡伊香保町、吉岡町、榛東村、吾妻 

郡吾妻町、東村、群馬郡倉渕村、榛名町、箕郷町 

5目標物からの方位•距離

中心の榛名湖は上越線渋川駅西南西約11.5km

6 2.5万分の1地形図

伊香保、榛名湖

7 対象地面積

約 49.5knf

8 概説

榛名火山は地質的には四重火山である。地形の上 

では、約4万年前にっくられた山頂カルデラと、そ 

の後噴出した中央火口丘群•側火山群が良く保存さ 

れているほか、山頂カルデラより古い氷室カルデラ 

の一部が残されている。

9 詳細説明

(1) 氷室カルデラ 東西約4 km、南北約3 kmの楕円 

形のカルデラで、長軸は東西を向いている。北半 

分は山頂カルデラと重なっている。三ツ峰から西 

南西に連なる尾根は外輪山である。天神峠南には 

湖成層が分布しており、かってカルデラ内は水を 

たたえていたと考えられる。天目山(氷室山)は 

氷室カルデラの中央火口丘であるが、その後の活 

動で原形の大部分は失われている。

(2) 山頂カルデラ 東西約4 km、南北約2.5kmの楕 

円形の小型カルデラで、長軸はほぼ東西を向いて 

いる。臥牛山•烏帽子ヶ岳•鬢櫛山•掃部ヶ岳• 

天目山•磨墨峠を結ぶ線が外輪山である。外輪山 

の北東部は欠けている。榛名湖はカルデラ湖で、 

かってはカルデラ全体を満たしていたであろう 

が、東部はその後活動した榛名富士やニツ岳の噴 

出物で埋められている。

(3) 中央火口丘群 山頂カルデラ中には榛名富士 •

蛇ヶ岳•ヒトモッコ山の3つの中央火口丘が形成 

されている。いずれもデイサイト質の溶岩よりな 

る溶岩円頂丘である。

⑷ 側火山群 山頂カルデラ形成後に噴出した側火 

山には、相馬山•水沢山•ニッ岳がある。いずれ 

もデイサイト質の溶岩円頂丘である。

A 相馬山 榛名富士の東約2.5kmにある。北面 

および南面は爆発により破壊され、溶岩円頂丘 

の原形は失われている。南面の崩壊は陣馬岩屑 

なだれを発生させた。

B水沢山相馬山の東約2.7 kmに位置する。山 

体の周囲には東に開いた馬蹄形の低地がめぐっ 

ているが、9(X)0年前、山体形成直前の御幸田岩 

屑なだれ(唐沢泥流)の噴出に関連して形成さ 

れた爆裂火口である。

C ニッ岳 6世紀に噴出した火山で、二重の力 

ルデラ構造をもっている。前期の活動は6世紀 

初頭に起こり、火砕流を含むテフラを噴出後(榛 

名渋川テフラ)、紅葉橋•高根•ニッ岳•つつ 

じが丘•ケーブル見晴駅•紅葉橋を結ぶ長径

4 km、短径3 km楕円形のカルデラを形成してい 

る。後期の活動は6世紀中頃に起こり、火砕流 

や降下火砕物は、前期カルデラを埋積している 

ほか、末期に噴出した降下軽石は、ニッ岳軽石 

として知られている。一連の活動に伴って後期 

カルデラが形成され、その中にニッ岳が噴出し 

た。

伊香保温泉はニッ岳の活動と密接に関係あ 

り、前期カルデラの南端付近から湧出している。 

(5)放射岩脈 主成層火山に貫入した岩脈の一部 

が、南東山腹を中心に露出している。その数は20 
本を越える。このうち掃部ヶ岳の岩脈は、榛名湖 

畔から見ることができる。これらの岩脈はいずれ 

も厚さ数mの直立した板状の岩体である。榛名神 

社参道の神橋付近にその一本が露出しており、九 

折岩は岩脈が浸食から取り残されて形成されたも 

のである。鞍掛岩の一部も岩脈の可能性がある。 

岩脈は榛名湖の南部を中心として放射^ ！犬に分布し 

ており、典型的な放射状岩脈である。このことか 

ら、少なくともある時期、榛名湖の南部に火口が 

あったことが、推定される。



10現況
火山地形が比較的良く保存されている。放射状岩 

脈はかつては榛名神社西の県道33号線沿いに見事に 

露出していたが、現在では防護壁に覆われて観察で 

きない〇

11文化財指定状況
掃部ヶ岳西部、杖ノ神峠付近の岩脈は榛名町の天 

然記念物に指定されている(880516)。また、岩脈 

が塔状に残った九折岩は榛名町の名勝に指定されて 

いる〇

12他の法令等による指定状況

一部が県立榛名公園、また一部が県立森林公園に 

指定されている。

13 土地所有者•形態

不明

14 キーワード

榛名山•天目山•榛名富士•相馬山•水沢山•二 

ツ岳•カルデラ•放射状岩脈

15ランク

n

16その他

ニツ岳の初期カルデラ内堆積物は、火山活動の詳 

細を知る上で貴重である。ここで、ニツ岳軽石層が、 

火砕流を挟んで4回噴出していることがわかる。

17 参考文献

新井房夫編1993,火山灰考古学,264p.

大島治,1986,榛名山.日本の地質3関東地 

方.共立出版,222-224.

久保誠二,1990,榛名山山頂付近の火山地形と放 

射状岩脈.群馬県の貴重な自然地形•地質編, 

群馬県,34-35.

久保誠二,1995,伊香保温泉地質図•説明書.学 

術調査研究報告温泉科学温泉地質図,群馬県 

温泉協会,29p.

18記入者名

久保誠二

19添付図表等



岩脈およびカルデラの分布(大島原図)

ニッ岳•水沢山のカルデラ 掃部ヶ岳と岩脈



1 コード番号1009128

2 都道都県名群馬

3名称

ニツ岳の軽石層

4 所在地群馬県渋川市

5目標物からの方位•距離

上越線渋川駅西約5.5km.

6 2.5万分の1地形図伊香保

7 対象地面積

200m2軽石の露頭は3.5mX32m

8 概説

ニツ岳は榛名火山の中では最も新しレゝ活動の履歴 

をもっており、6世紀のはじめと中ごろに活動して 

いる〇

6世紀初頭に起こった噴火では、火砕流を含むテ 

フラの噴出があり、これに伴って小型のカルデラが 

形成されている。6世紀中頃、カルデラの北部で活 

動が再開し、多くの噴火を繰り返した。天然記念物 

に指定されている軽石層は、6世紀中ごろの活動で 

噴出したものである。

9 詳細説明

6世紀中ころ、プリニアン噴火によって噴出した 

大量の軽石は、偏西風に乗って北東に運ばれ、子持 

村役場付近で1m、遠く福島県相馬市でも3 cm堆積 

している。また、280km離れた宮城県多賀城遺跡でも、 

飛来が確認されている。放出された軽石はニツ岳軽 

石層(Hr-FP)と呼ばれ、噴出量は1.3km3と推定さ 

れている。完新世に噴出した代表的広域テフラであ 

る〇

現地は高さ約3.5mの崖に軽石層が露出している。 

軽石層の上位にあったはずの黒色土は大部分失われ 

ている。また下部は、崖から崩落した軽石に覆われ 

ている。軽石層の厚さは3.2mである。軽石層には 

粒度の異なる20層近いユニットが観察され、1枚の 

ユニットの厚さは大部分が10cm前後である。軽石の 

大きさは、粗粒層で7〜15cm、細粒層で2〜5cmの 

ものが多い。ユニットとユニットの境界は漸移的で 

ある。軽石の分級は良く、火山灰はほとんど含まれ 

ていない。直径数cmの灰色の角閃石安山岩岩片が、 

少量含まれている。

10現況
天然記念物を表示した標識、および説明文の表示 

がある。ここは少し掘り下げると、6世紀はじめの 

火砕流堆積物も観察できると思われる。

11文化財指定状況渋川市天然記念物85325

12他の法令等による指定状況 なし

13 土地所有者•形態 市有地

14キーワードニッ岳、軽石層、榛名火山

15ランク m

16その他特になし

17参考文献

新井房夫編,1993,火山灰考古学.古今書院, 

264p.

大島治,1986,榛名山.日本の地質3 関東地 

方,共立出版,222-224.

竹本弘幸•久保誠二,群馬の火山灰.みやま文庫, 

180p.

18記入者名久保誠二

19添付図表等

ニツ岳軽石層



1コード番号

1009129

2都道都県名

群馬

3名称

辨天岩岩脈

4 所在地

群馬県碓氷郡松井田町五料字辨天岩

5目標物からの方位•距離

町立臼井小学校の南方1kmの碓氷川中

6 2.5万分の1地形図

松井田

7 対象地面積

150m2

8 概説

吉井層を横切って巨大な安山岩脈の露頭があり辨 

天岩と呼ばれ高さ7 m、東西12m南北10mの岩体で 

ある。碓氷川の右岸では厚さ15m、高さ30mの岩壁 

となり右岸では厚さ10m、高さ7 mである。南方へ 

は中木沢方向に1km追跡できるが北方へは左岸の吉 

井層中に消えてレゝる。

9詳細説明

岩質は堅硬、赤褐色の両輝石安山岩である。河川 

敷にあるため目立つ景観である。

海成層中に貫入したときの急冷縁も見られる。岩 

上にアカマツなどの植生もある。辨天様として古来 

より信仰されている。

10現況
洪水時にはこの岩体が水流を妨げ両岸の護岸土手 

を破壊するといわれるが景観は良い。

11文化財指定状況

未指定

12他の法令等による指定状況

不明

13 土地所有者•形態

建設省

14 キーワード

岩脈

15ランク

I

16その他

松井田町内では最も顕著な岩脈である。 

17参考文献

なし

18記入者名

小林二三雄

19添付図表等

辨天岩

辨天岩の南に続く岩脈



1コード番号

1009130

2 都道都県名

群馬

3名称

万座の空噴き

4 所在地

群馬県吾妻郡蠕恋村

5目標物からの方位•距離

万座温泉スキー場駐車場東隣

6 2.5万分の1地形図

上野草津

7 対象地面積

1,000m2

8 概説

万座温泉地域は、草津白根火山の基盤岩類の一つ 

である高井溶岩よりなり、変質作用を受けている部 

分が多い。高井溶岩の放射年代は180万年とされ、

万座温泉水はここから湧出している。

草津白根火山の活動は、昭和51年に水釜に生じた 

水蒸気爆発を除いては、小規模な火山性地震はほぼ 

毎年起きているものの、大きな活動は見られず、火 

ロあるいはその周辺にある噴気ロも、現在なお有力 

なものとしては、空噴きを含めて3ヶ所である。

空噴きの温泉水は、宮坂岳夫(1971)の分析によ 

れば、水温94.5°C、PHI.2で、草津白根火山に関連 

する各種湧泉•河川水の中でも特に高温かつ強酸性 

である。

噴気ロから吹き上げた蒸気が空気中で冷却され、 

湯気の柱となって数mも立ち昇る様は壮観であり、 

空噴きの名の下に親しまれている。火山の噴気ロを 

間近に見られる数少ない貴重な場所といえる。

9 詳細説明

8に同じ

10現況
スキー場駐車場に隣接しているが、柵がもうけら 

れており、人の立ち入りは禁止されている。

11文化財指定状況

なし

12他の法令等による指定状況

上信越高原国立公園

13 土地所有者•形態

不明

14 キーワード

基盤岩類、噴気ロ、強酸性、草津白根火山

15ランク

IV

16その他

特になし

17参考文献

早川由紀夫,1983,草津白根火山の地質.地質学 

雑誌.89、511-525.

小坂丈予,1984,草津温泉誌自然•科学編.

140-168.

18記入者名

角田寛子

19添付図表等

空噴き
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